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人
が
輝
く

共
生
・協
働

【基本理念】 【将来像】 【政策目標】 【基本施策】

時代の変化に的確に対
応できるまちへ
（行政運営・経営）Ｐ50～59

人と自然が調和し生活環
境が充実したまちへ

（生活・環境）Ｐ16～25

健康で笑顔があふれる
のびやかなまちへ

（健康・福祉）Ｐ31～40

豊かな生活を支える活力
ある産業を育むまちへ

（産業・経済）Ｐ11～15

誰もが快適に暮らせる都
市機能が充実したまちへ

（都市基盤）Ｐ1～10

歴史・文化・未来を育む
学びのまちへ

（教育・文化）Ｐ41～49

災害に強く安心して暮ら
せるまちへ

（消防・防災）Ｐ26～30

安
全
・安
心

誰
も
が

い
き
い
き
と
暮
ら
し

輝
く
ま
ち

い
し
お
か

◆企業誘致の推進・工業の振興
◆商業の振興・中心市街地の活性化
◆農林業の振興
◆観光業の振興

◆駅周辺・市街地の整備
◆公共交通機関の充実
◆道路の整備
◆計画的な土地利用の推進
◆下水道の整備
◆公園・緑地の整備
◆住宅の整備
◆地域に調和した景観の整備

◆消防・救急体制の充実
◆防災機能の整備・強化
◆防災体制の充実
◆地域防災力の向上

◆交通安全の推進
◆防犯対策の充実
◆消費生活の安全確保
◆省エネルギーの推進・新エネルギー
の導入促進

◆上水道の整備
◆循環型社会の構築
◆環境保全の推進
◆協働によるまちづくりの推進

◆健康づくりの推進
◆地域医療の充実
◆子育て環境の充実
◆高齢者福祉や介護予防の充実
◆障がい者福祉の充実
◆地域福祉の充実
◆生活困窮者等の自立支援
◆社会保障制度の安定した運営

◆積極的な情報発信と対話の充実
◆庁舎の整備・行政サービスの充実
◆地域情報化の推進
◆広域行政の推進
◆男女共同参画の推進
◆国際交流の推進
◆人材育成の強化
◆行財政改革の推進

◆創意ある学校教育の推進
◆学校施設の整備・充実
◆生涯学習の推進
◆生涯スポーツの推進
◆文化・芸術の推進
◆青少年の健全育成
◆歴史・文化財の保護・活用

施策の大綱



 



【施策評価シートの読み方】

令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標

基本施策

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
Ｒ1

（実績値）

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

総括評価

平成27年度調査

指標名 指標の説明

Ｂ
Ａ 順調
Ｂ 概ね順調
Ｃ 遅れている
Ｄ 見直しが必要

進
捗
状
況
評
価

平成30年度調査

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

今後の方向性

平成26年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 H30 Ｒ1

作成対象施策の基本情報

・施策体系のどこに位置づくものか，具体的にどのような取り組みをしてい

るかを記載しています。

総括評価

・令和元年度末時点の内容を以下の主要事業の概要，成果指標，市民満足度

今後の方向性

・成果を踏まえ，今後の方向性や改善点等を記載しています。

評価基準

Ａ・・・成果が認められ，順調。

Ｂ・・・若干課題や問題があるが，概ね順調。

Ｃ・・・一部成果は認められるものの課題や問題があり，遅れている。

主要事業の概要

・構成する事務事業の成果と今後の方向性を記載しています。

成果指標

・石岡みらい創造プランに記載している成果指標の達成状況を記載していま

す。

市民満足度調査

・市民満足度調査の３カ年分の満足度重要度の推移を記載しています。

・いずれも5点満点で調査しています。



4計画的な
土地利用の
推進

Ｂ

　本市の将来像や目標，都市計画にかかわる基本的
な方針を定めた石岡市都市計画マスタープランを平
成２８年度に策定し，続けて平成29・30年度の２
箇年で石岡市立地適正化計画を策定しました。

　マスタープランそし
て立地適正化計画を羅
針盤として，安心安全
で快適なまちづくりと
効率的な土地利用に努
めてまいります。

5下水道の
整備

B

　生活排水ベストプラン(平成27年12月策定)に基
づき，下水道の効率的な整備を進めています。
　また，下水道ストックマネジメント計画(平成30
年3月策定)に基づき，下水道施設のストック調査，
改築，長寿命化設計を行うことができました。

　下水道の効率的な整
備を進めると共に，ス
トック調査結果に基づ
き，計画的に下水道施
設の改築，長寿命化を
進めていきます。

2公共交通
機関の充実

C

　少子高齢化により，地域公共交通の重要性が見直
されているものの，主要な移動手段は自家用車が多
く，公共交通機関の利用者は減少しています。現在
は乗合タクシー運行事業や代替バス運行事業に補助
金を交付することで支援を行っていますが，公共交
通利用者数を増やすため周知・広報活動の実施や他
分野と連携した利用促進を図っていく必要がありま
す。

　既存の補助事業に加
え，持続可能な交通網
を形成するために，交
通事業者及び近隣自治
体等と連携し，利用促
進と利用施設の環境整
備を進めてまいりま
す。

3道路の整
備

Ｂ

　幹線道路の整備については，既に完了した２路線
を除く４路線の用地買収及び改良工事を進めていま
す。地方道路の整備についても，事業計画に基づ
き，効率的・効果的に事業を進めております。ま
た，既存道路の改良・拡幅整備のほか，狭あい道路
等の整備についても，限られた予算の中で必要性や
緊急性の高い箇所から安全性の確保へ向けて整備を
行っています。

　道路の整備について
は，国や県の補助金等
を活用しながら整備を
目指すとともに，既存
道路の改良・拡幅等に
ついても，優先される
べき必要箇所を見極め
ながら，効率的に事業
を推進します。

01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ（都市基盤）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1駅周辺・
市街地の整
備

B

　石岡駅舎や東西自由通路について，バリアフリー
化や耐震化の整備が完了し，駅周辺の利便性向上と
賑わい創出に寄与しています。併せて，西口駅前広
場とＢＲＴ駅前広場の整備により，東口利用者が大
幅に増加し，西口駅前広場の混雑も解消されまし
た。

　駅西側の施設改修や
駅東側の未利用地等を
活用し，駅周辺の面的
な整備を進める必要が
あります。



01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ（都市基盤）

施策名称 総括評価 今後の方向性

8地域に調
和した景観
の整備

B

　住民参加型まちづくりファンド支援事業は目標値
を下回ったが，開発許可案件における完了検査率は
目標を上回り，市内における適正な土地利用及び中
心市街地や先導的な景観形成地区における修景事業
の実施に関しては比較的高い水準を維持しているこ
とから，秩序ある良好な景観の保全に一定の成果を
得ていると言えます。

　目標に対する成果水
準をより高くするには
適切な行政指導と効率
的な事業運営が求めら
れることから，引き続
き計画的な事業実施に
努めます。

6公園・緑
地の整備

B

　公園施設の中で最も更新の需要が見込まれる遊具
施設については，平成26年度より公園施設長寿命化
計画に基づき工事を実施しました。また，平成30年
度に計画の見直しを行いましたので，現在は新たな
計画に基づき工作物などの長寿命化工事を実施して
います。

　公園の長寿命化は、
公園施設長寿命化計画
に基づき年次スケ
ジュールで実施してま
いります。里親やエン
ゼルパトロールについ
ては，引き続きの募集
を募り公園等の維持管
理や防犯に努めてまい
ります。

7住宅の整
備

B

　市営住宅は令和元年度に策定した長寿命化計画に
基づき，現在計画的な改善事業が進められていま
す。
　また，高齢者世帯，子育て世帯，新婚世帯等，配
慮すべき世帯の住居の安定のため，交通の利便性が
高い石岡駅周辺の中心市街地に存する民間住宅を活
用した家賃減額補助事業は，現在までの対象物件入
居率が３～４割前後で推移しています。

　市民が快適に安心し
て暮らせるためには，
住宅の計画的な長寿命
化や，民間住宅の効率
的な活用等を通じて，
暮らしやすい環境を整
備することが重要であ
ることから，今後も引
き続き計画的な住宅施
策を推進します。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 01駅周辺・市街地の整備

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
98.0

（Ｈ29）
100 98.00

人/日
7,498

（H29）
7,700 7,003

％
75.1

（H29）
78 62.6

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.21 4.01

3.13 3.99

3.01 3.95

石岡駅周辺の整備・バリアフリー化，ステーションパー
クの充実

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　駅西側の施設改修や駅東側の未利用地等を活用し，駅周辺の面的な整備
を進める必要があります。

　西口駅前広場やＢＲＴ専用駅前広場，ＪＲ石岡駅橋上化及び東西自由通
路の完成と，石岡ステーションパークのリニューアル，飲食店舗の開設等
により，駅周辺の利便性を高めることが出来ました。今後，駅西側の施設
改修や駅東側の未利用地の整備を進め，駅周辺の賑わい創出とさらなる公
共交通の利便性向上を図ります。

　石岡駅舎や東西自由通路について，バリアフリー化や耐震化の整備が完
了し，駅周辺の利便性向上と賑わい創出に寄与しています。併せて，西口
駅前広場とＢＲＴ駅前広場の整備により，東口利用者が大幅に増加し，西
口駅前広場の混雑も解消されました。

東西自由通路の歩行者数

一日平均利用台数/駐車可能台
数

交通バリアフリー（特定
旅客施設）整備率

東西自由通路の歩行者通
行量

石岡市営駅東駐車場利用
率

指標名 施策の説明

駅周辺整備事業のバリアフ
リー化率

Ｂ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

駐車場管理運営経費
【都市計画課】

　駅周辺の市営駐車場については，高齢化社会を踏まえ，ゆとりある駐車
スペースの確保を図り，利用しやすい駐車場を目指します。

事業名【担当課】

石岡駅周辺整備事業
【都市計画課】

事業の成果と今後の方向性

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 02公共交通機関の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人/日
7,777
(H28)

8,000 7,789

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.77 3.91

2.71 3.88

2.64 4.09

乗合タクシーの運行，路線バスの運行補助

進
捗
状
況
評
価

Ｃ
総括評価

　少子高齢化により，地域公共交通の重要性が見直されているものの，主
要な移動手段は自家用車が多く，公共交通機関の利用者は減少していま
す。現在は乗合タクシー運行事業や代替バス運行事業に補助金を交付する
ことで支援を行っていますが，公共交通利用者数を増やすため周知・広報
活動の実施や他分野と連携した利用促進を図っていく必要があります。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　既存の補助事業に加え，持続可能な交通網を形成するために，交通事業
者及び近隣自治体等と連携し，利用促進と施設の環境整備を進めてまいり
ます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

地域交通対策事業
【都市計画課】

　移動制約者への移動手段の提供はできています。運行方法や利用方法を
検討し，情報誌等への広報をすることで，更なる利用促進を図る必要があ
ります。また，経費の削減を踏まえつつ，住民と協力した利用促進活動の
実施と効率的な運行を一緒に実施する必要があります。

通勤・通学支援事業
【政策企画課】

　住み続けながら通勤・通学できる環境整備を進めるとともに，市民に利
用しやすい補助制度を構築していきます。

50 38

指標名 施策の説明

市内主要公共交通機関利
用者数

1日当りの市内主要公共交通
機関利用者数

通勤・通学に対する支援
により転出抑制につな
がった人数（累計）

支援制度利用者アンケート
で，当該支援により市外への
転出を思いとどまったとの回
答者数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

人
0

(H29)

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 03道路の整備　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
45.5

（H28）
56 51.9

ｍ
184

（H28）
150 176

ｍ
14,027
（Ｈ29）

21,000 17,477

ｍ
3,425

（H29）
4,125 4,125

箇所
17

（H29）
34 18

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.65 4.13

2.65 4.02

2.68 4.07

道路の改良，拡幅整備，維持管理，補修，上曽トンネル
の整備

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　幹線道路の整備については，既に完了した２路線を除く４路線の用地買
収及び改良工事を進めています。地方道路の整備についても，事業計画に
基づき，効率的・効果的に事業を進めております。また，既存道路の改
良・拡幅整備のほか，狭あい道路等の整備についても，限られた予算の中
で必要性や緊急性の高い箇所から安全性の確保へ向けて整備を行っていま
す。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　道路の整備については，国や県の補助金等を活用しながら整備を目指す
とともに，既存道路の改良・拡幅等についても，優先されるべき必要箇所
を見極めながら，効率的に事業を推進します。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

合併市町村幹線道路緊急整
備支援事業【都市計画課】

　合併支援道路を６路線整備しています。今後も補助金や交付金等を活用しなが
ら，全体的な整備ではなく事業効果が上がる区間を重点的に整備していきます。

狭あい道路整備事業
【建築住宅指導課】

　本事業における狭あい道路の解消は局所的ですが，道路交通の安全が向上して
居住環境が改善することにより，法令遵守に対する住民への周知，啓発に一定の
効果が期待できるため，今後も継続して取り組みます。

地方道路等整備事業
【道路建設課】

　限られた予算の中で，事業計画に基づき効率的・効果的に事業を進めていきま
す。

指標名 施策の説明

道路整備率
合併支援道路整備率
（６路線）

狭あい道路事業実施延長 拡幅整備した道路延長

地方道路等整備延長
地方道路等整備事業による
道路改良延長

道路ストック点検実施延
長

道路舗装修繕事業による
整備延長

令和元年度調査

狭あい道路待避所整備個
所数

狭あい道路待避所整備事業
による整備箇所数

平成29年度調査

平成30年度調査2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 04計画的な土地利用の推進　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
9

（H29）
2 10

％
80.7

（H28）
81 80.7

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.61 3.74

2.62 3.74

2.68 3.70

効率的な土地利用を誘導する取組

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　本市の将来像や目標，都市計画にかかわる基本的な方針を定めた石岡市
都市計画マスタープランを平成28年度に策定し，続けて平成29・30年
度の２箇年で石岡市立地適正化計画を策定しました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　マスタープランそして立地適正化計画を羅針盤として，安心安全で快適
なまちづくりと効率的な土地利用に努めてまいります。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

都市計画審議会経費
【都市計画課】

　都市計画の健全な発展と秩序ある整備を図るため都市計画法に基づく審
議会であり，都市計画法，条例に基づき適正に運営していきます。

都市計画一般経費
【都市計画課】

　都市計画マスタープランに基づき，土地利用の効率化を進めていきま
す。屋外広告物に対する指導をさらに強化し，適切な設置を進めていきま
す。

指標名 施策の説明

国土利用計画法に基づく
事後届出の違反事案件数

提出期限後の届出等の違反
事案件数

市街化区域内土地利用率
市街化区域内における都市的
土地利用率

平成30年度調査

令和元年度調査

平成29年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 05下水道の整備　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
84.8

（H29）
90 88.5

％
85.4

（H29）
90 85.4

％
64.5

（H29）
66 69.5

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.01 4.02

2.97 3.99

3.03 3.98

下水道の整備，下水道施設の計画的な改築，長寿命化，
高度処理合併浄化槽の補助

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　生活排水ベストプラン（平成27年12月策定）に基づき，下水道の効率
的な整備を進めています。
　また，下水道ストックマネジメント計画（平成30年3月策定）に基づ
き，下水道施設のストック調査，改築，長寿命化設計を行うことができま
した。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　下水道の効率的な整備を進めると共に，ストック調査結果に基づき，計
画的に下水道施設の改築，長寿命化を進めていきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

下水道事業会計（総括）
【下水道課】

　現状を鑑み，下水道施設の整備計画の見直し，国庫補助金を活用したス
トック調査，改築（更新，長寿命化対策）等を効率的に取り組む必要があ
ります。

農業集落排水事業会計
（総括）
【下水道課】

　継続した接続啓発，支援と共に，トータルコストの縮減や支出の平準化
を図るため，補助事業を活用した施設の機能診断，最適化整備構想を策定
し，改築（更新，長寿命化対策），下水道等への統合（広域化），業務効
率化を図るため，料金賦課・収納事務等の委託（共同化）に取り組むこと
が必要です。

指標名 施策の説明

生活排水処理総合普及率 処理区域人口／行政人口

水洗化普及率
（下水道）

水洗化済人口／処理区域人口

平成30年度調査

令和元年度

水洗化普及率
（農業集落排水）

水洗化済戸数／処理区域戸数

平成29年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 06公園・緑地の整備　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

団体
3

（H28）
3 10

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.87 3.67

2.85 3.67

2.84 3.58

公園長寿命化計画に基づく維持管理，公園里親の募集

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　公園施設の中で最も更新の需要が見込まれる遊具施設については，平成
26年度より公園施設長寿命化計画に基づき工事を実施しました。また，
平成30年度に計画の見直しを行いましたので，現在は新たな計画に基づ
き工作物などの長寿命化工事を実施しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　公園の長寿命化は，公園施設長寿命化計画に基づき年次スケジュールで
実施してまいります。里親やエンゼルパトロールについては，引き続き募
集し，公園等の維持管理や防犯に努めてまいります。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

公園維持管理経費
【都市計画課】

　公園長寿命化計画を進めながら，予防保全型維持管理への転換を積極的
に図ります。

桜づつみ維持管理経費
【コミュニティ推進課】

　利用者の安全と，機能保持のため計画的な補修が必要です。

26 7

指標名 施策の説明

石岡市公園里親団体数
石岡市公園里親制度への
加入団体数

石岡市公園施設長寿命化
計画に基づく改築・更新
公園数

石岡市公園施設長寿命化
計画に基づき，改築・更新し
た公園数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

箇所
０

（H30）

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 07住宅の整備　　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

棟
24

（H29）
30 30

世帯
12

（H29）
30 10

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.86 3.53

2.87 3.51

2.87 3.44

市営住宅の整備・改修，木造住宅耐震改修の促進

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　市営住宅は令和元年度に策定した長寿命化計画に基づき，現在計画的な
改善事業が進められています。
　また，高齢者世帯，子育て世帯，新婚世帯等，配慮すべき世帯の住居の
安定のため，交通の利便性が高い石岡駅周辺の中心市街地に存する民間住
宅を活用した家賃減額補助事業は，現在までの対象物件入居率が３～４割
前後で推移しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　市民が快適に安心して暮らせるためには，住宅の計画的な長寿命化や，
民間住宅の効率的な活用等を通じて，暮らしやすい環境を整備することが
重要であることから，今後も引き続き計画的な住宅施策を推進します。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

市営住宅長寿命化改修事
業【建築住宅指導課】

　長寿命化改修計画に基づき順次，改修工事を実施します。

木の住まい助成事業
【建築住宅指導課】

　定住人口の増加及び地域経済の活性化に一定の効果を期待できる事業で
あることから，事業継続が望ましいと考えます。

賃貸住宅ストック事業
【建築住宅指導課】

　民間賃貸住宅の活用について,市民への周知徹底を図るとともに，高齢
者世帯や子育て世帯等の配慮すべき世帯の居住の安定に努めます。

住まいづくり推進事業
【建築住宅指導課】

　市外転入者に対する事業であり，主に若年者の定住人口増加に寄与する
事業であることから，事業継続が望ましいと考えます。

指標名 施策の説明

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

市営住宅長寿命化
改修事業

改修棟数

ストック活用賃貸住宅
入居世帯

制度活用により認定住宅に入
居した世帯数

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 01誰もが快適に暮らせる都市機能が充実したまちへ

基本施策 08地域に調和した景観の整備　　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

件
1

（Ｈ29）
2 1

％
70.97

（H28）
85 89.47

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.86 3.68

2.87 3.69

2.86 3.62

景観条例の適正な運用による良好な景観の保全，無秩序
な宅地化や違反建築の防止

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　住民参加型まちづくりファンド支援事業は目標値を下回ったが，開発許
可案件における完了検査率は目標を上回り，市内における適正な土地利用
及び中心市街地や先導的な景観形成地区における修景事業の実施に関して
は比較的高い水準を維持していることから，秩序ある良好な景観の保全に
一定の成果を得ていると言えます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　目標に対する成果水準をより高くするには適切な行政指導と効率的な事
業運営が求められることから，引き続き計画的な事業実施に努めます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

景観形成事業
【都市計画課】

　中心市街地や先導的な景観形成地区において，修景事業の実績が上がっ
てきているため，今後も取組みを推進してまいります。

宅地開発指導経費
【建築住宅指導課】

　現状の完了検査率は高い水準にあり，今後も引き続き完了検査受検に関
する啓発を目的としたリーフレットの作成・配布や，電話・文書等による
催促，現地パトロールを実施することにより，目標に対する達成水準の維
持・向上に努めます。

建築指導事業
【建築住宅指導課】

　違法な建築行為の防止に一定の成果を得ており，上位目標の達成におい
ても有効な事業であると考えられることから，引き続き適正な実施に努め
ます。

指標名 施策の説明

住民参加型まちづくり
ファンド支援事業

事業の実施件数

令和元年度調査

完了検査率
開発許可件数に対する完了検
査の受検数

平成29年度調査

平成30年度調査2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



4観光業の
振興

B

　平成30年度に第2次石岡市観光振興計画を策定
し，10年間の観光振興の方向性を決定しました。
　第2次石岡市観光振興計画で定めた目標値1,950
千人には達しませんでしたが，平成30年の入込客
数は1,456千人となり，微増ながら概ね横ばいと
なっています。

　第2次石岡市観光振興
計画に基づく官民一体
となった事業展開に加
え，令和3年度には，フ
ラワーパークのリ
ニューアルオープン等
により，更なる誘客と
地域経済の発展を図り
ます。

2商業の振
興・中心市
街地の活性
化

B

　商業振興に関しては，商店街等の賑わいと活性化
へ向けた施策や市内商業高校と連携した特産品等の
商品化支援に取り組んでおりますが，成果指標の目
標値に至っておりません。中心市街地活性化につい
ては，郊外への大型店出店の影響がありますが，石
岡ステーションパークを活用した飲食店出店によ
り，一定の成果を上げてていることから，引き続き
目標に向かい，より積極的な活性化策を継続してい
く必要があります。

　情勢の変化や市民
ニーズ，事業・制度の
変更等に的確に対応
し，立地適正化計画と
連動しながら，中心市
街地活性化基本計画
（第２期）の見直しを
行い，市街地の整備や
商業活性化を推進しま
す。

3農林業の
振興

B

　農産物の販売においては，高品質な果樹のブラン
ド創りに取り組み，今後，魅力アップ，ブランド
アップに期待が持てます。新規就農者支援について
は，市独自の研修制度などを活用し，担い手確保に
取り組んでいます。また，農村環境の維持・保全の
ため，地域ぐるみでの取り組みを推進しています。
農地中間管理事業により農地の集積が進みつつあ
り，生産効率の向上や耕作放棄地の解消に寄与して
います。

　高品質果樹のPRを継
続するとともに，果樹
生産の後継者確保・育
成を行っていきます。
また，農地の面的集約
による生産効率の向上
を促進するとともに，
加工品等の６次産業化
を推進し，儲かる農業
を目指します。

02豊かな生活を支える活力ある産業を育むまちへ（産業・経済）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1企業誘致
の推進・工
業の振興

B

　圏央道の県内区間全線が開通するなど，石岡・小
美玉SICを活用して首都圏・北関東各県を結ぶ高速
道路ネットワークが形成され交通の利便性が向上し
たことやワンストップサービスによる企業誘致活動
を行った結果，企業の新増設が進み成果指標目標を
達成しました。また，就職支援事業では，県内及び
首都圏の大学等への周知・広報の強化，企業と高校
のマッチングや就職説明会を開催するなど，労働力
の確保に努め，成果指標目標を概ね達成しました。

　地域産業の維持・振
興のため，既存企業の
事業拡大の支援や撤退
抑止に努め，雇用の創
出を図ります。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 02豊かな生活を支える活力ある産業を育むまちへ

基本施策 01企業誘致の推進・工業の振興　　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

数
1

（H28）
8 3

-
0.71

（Ｈ28）
1.00 1.07

人
57

（Ｈ28）
120 109

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.65 4.03

2.73 4.06

2.75 4.04

企業誘致の推進や既存企業への支援，地域に根付いた産
業の活性化，就職相談会や面接会の実施

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　地域産業の維持・振興のため，既存企業の事業拡大の支援や撤退抑止に
努め，雇用の創出を図ります。

　柏原工業団地を中心とした立地促進だけでなく，既存企業の事業拡大及
び撤退抑止など，企業とのコンタクトを密にしたワンストップサービス機
能を高めていきます。

　目標には達していないものの，この事業により地元企業へ内定・就職し
た学生がいます。今後も，若い労働力を確保したい中小企業と，地元志向
の学生とのマッチングを推進し，定住人口の減少に歯止めをかけられるよ
う事業の推進を図ります。

有効求人倍率

企業の就職相談会及び
面接会の参加人数

新増設企業誘致数

有効求人倍率

就職相談会，面接会の参
加者数

指標名 施策の説明

既存企業の増設・新規企業誘
致件数

企業誘致推進事業
【商工課】

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

就職支援事業
【商工課】

　圏央道の県内区間全線が開通するなど，石岡・小美玉ＳＩＣを活用して
首都圏・北関東各県を結ぶ高速道路ネットワークが形成され交通の利便性
が向上したことやワンストップサービスによる企業誘致活動を行った結
果，企業の新増設が進み成果指標目標を達成しました。また，就職支援事
業では，県内及び首都圏の大学等への周知・広報の強化，企業と高校の
マッチングや就職説明会を開催するなど，労働力の確保に努め，成果指標
目標を概ね達成しました。

Ｂ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 02豊かな生活を支える活力ある産業を育むまちへ

基本施策 02商業の振興・中心市街地の活性化　　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
3,985

（H28）
4,880 3,782

人
2,283

（H28）
2,800 1,903

件
11

（H29）
16 11

件
4

（H28）
10 5

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.44 4.03

2.49 4.02

2.50 4.05

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

空き店舗等活用支援事業
費補助金認定件数

空き店舗等活用支援事業費補助
金の店舗改修費認定件数

創業者件数（累計） 創業支援事業計画の目標数値

指標名 施策の説明

中心市街地の居住者人口
石岡市中心市街地活性化基本
計画で設定された目標数値

中心市街地の歩行者通行
量

石岡市中心市街地活性化基本
計画で設定された目標数値

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

中心市街地活性化事業補
助金【商工課】

　中心市街地活性化基本計画（第２期）の中で，見直しが必要な事業につ
いては，事業の実現可能性・継続性・効果を見極めながら改善を図りま
す。また，新規事業として，これまでの事業計画とは違った視点で事業の
展開を図ります。そして，これらの事業計画により，１コンパクトな都市
機能づくり，２住み続けられるまちづくり，３賑わいの導線づくり，４商
業振興と地域資源みがき，５まちなか観光の推進の実現に向けた事業に取
り組んでいきます。

商工振興事業
【商工課】

　関係団体等と協力し，魅力ある商店街の創出を検討し，交流人口の拡大
を図ります。

特産物の魅力アップや商品化の支援，中心市街地での新
規出店者支援

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　商業振興に関しては，商店街等の賑わいと活性化へ向けた施策や市内商
業高校と連携した特産品等の商品化支援に取り組んでおりますが，成果指
標の目標値に至っておりません。中心市街地活性化については，郊外への
大型店出店の影響がありますが，石岡ステーションパークを活用した飲食
店出店により，一定の成果を上げてていることから，引き続き目標に向か
い，より積極的な活性化策を継続していく必要があります。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　情勢の変化や市民ニーズ，事業・制度の変更等に的確に対応し，立地適
正化計画と連動しながら，中心市街地活性化基本計画（第２期）の見直し
を行い，市街地の整備や商業活性化を推進します。
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3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 02豊かな生活を支える活力ある産業を育むまちへ

基本施策 03農林業の振興　　　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
78

（H28）
130 118

百万円
1,100

（H28）
1,220 1,101

組織
32

（H29）
36 35

ha
80

（Ｈ29）
120 146

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.71 3.95

2.72 3.91

2.74 3.94令和元年度調査

農地中間管理機構への貸
付農地面積

地権者から農地中間管理機構へ貸し
付けられた農地の累計面積
(H27以降)

平成29年度調査

平成30年度調査

新規就農（林）者数
市内で新たに自営農業就農者等に
なった人の累計人数(H20以降)

直売売上額 直売所での売上額

多面的機能支払交付金事
業活動組織数

多面的機能支払交付金事業に
取り組んでいる組織数

多面的機能支払交付金
事業【農政課】

　農村環境の維持・保全のため活用すると共に，地域ぐるみの取組みを推
進します。

農地中間管理事業
【農政課】

　農家・担い手に対する働きかけを継続し，事業の拡大を図ります。

指標名 施策の説明

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

新規就農者支援対策経費
【農政課・農業委員会事
務局】

　これまで以上に積極的なＰＲ活動を展開し，新たな就農者の確保を目指
すとともに農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金），朝日里山
ファームの研修システムを活用して支援してまいります。

農力アップ推進事業
【農政課】

　県外において局地的なＰＲを実施しており，一定の「知名度アップ」は
図られていると考えています。今後は，「魅力アップ」，「ブランドアッ
プ」に注力し，継続した事業の運営を進めていきます。

農産物の品質向上やブランド化の推進，新規就農者支
援，鳥獣被害総合対策

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　農産物の販売においては，高品質な果樹のブランド創りに取り組み，今
後，魅力アップ，ブランドアップに期待が持てます。新規就農者支援につい
ては，市独自の研修制度などを活用し，担い手確保に取り組んでいます。ま
た，農村環境の維持・保全のため，地域ぐるみでの取り組みを推進していま
す。農地中間管理事業により農地の集積が進みつつあり，生産効率の向上や
耕作放棄地の解消に寄与しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　高品質果樹のＰＲを継続するとともに，果樹生産の後継者確保・育成を
行っていきます。また，農地の面的集約による生産効率の向上を促進すると
ともに，加工品等の６次産業化を推進し，儲かる農業を目指します。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 02豊かな生活を支える活力ある産業を育むまちへ

基本施策 04観光業の振興　

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
1,475,600

(H28)
1,700,000

1,456,000
(H30実績)

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.72 4.03

2.73 4.03

2.76 4.00令和元年度調査

入込観光客数 茨城県観光客動態調査による

平成29年度調査

平成30年度調査

都市交流推進事業
【政策企画課】

　東京圏への情報発信を積極的に実施し，移住及び二地域間居住の取り組
みを推進することができています。また，交流がある都市からのスポーツ
合宿が実施されるなど，都市交流の成果が見られます。今後の方向性につ
いて，新型コロナウイルス感染拡大防止と都市交流の推進を両立する手法
を検討していく必要があります。

フラワーパーク管理運営
費【観光課】

　茨城県が策定した魅力向上計画に基づく施設のリニューアルにより，利
用者の増加と満足度の向上が図られる中，駐車場の拡充など周辺地域を含
めた環境整備が必要になります。

指標名 施策の説明

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

観光対策経費
【観光課】

　観光客の満足度向上を図るため，魅力ある観光地域づくりを推進すると
ともに，戦略的な情報発信を進めて行きます。また，持続可能な観光産業
を育成するための施策を実施して行きます。

筑波山地域ジオパーク推
進事業【観光課】

　筑波山地域ジオパークを新たな観光資源としてとらえ，他の観光事業と
も連携した新たな取組を進める必要があります。

魅力的な観光地（フラワーパークなど）づくり，観光交
流による地域活性化

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　平成30年度に第2次石岡市観光振興計画を策定し，10年間の観光振興
の方向性を決定しました。
　第2次石岡市観光振興計画で定めた目標値1,950千人には達しませんで
したが，平成30年の入込客数は1,456千人となり，微増ながら概ね横ば
いとなっています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　第2次石岡市観光振興計画に基づく官民一体となった事業展開に加え，
令和3年度には，フラワーパークのリニューアルオープン等により，更な
る誘客と地域経済の発展を図ります。

2
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4
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6循環型社
会の構築

B

　環境監視員の活動等により，不法投棄の早期発見
につながっています。
　八郷地区の市指定ごみ袋使用の定着に向けて啓発
をしていきます。
　１人当たりの年間ごみ排出量については，引き続
き排出段階時におけるごみの減量化について，周知
方法や取り組みを検討していきます。

　ごみ処理施設稼働に
より，ごみの分別が変
更となる為，より一層
の分別意識の啓発等を
進めていきます。

4省エネの
推進・新エ
ネルギー導
入促進

A

　環境に配慮した新庁舎は，太陽熱や地中熱などの
再生可能エネルギーを活用し，消費電力の低減を
図っています。
　一方省エネルギーの推進では，市の施設における
エネルギー使用量は5年間で５％以上削減（原油換
算）を達成していることから，現状の取組体制には
一定の効果が認められます。

　省エネルギーの推進
では，省エネ・節電に
ついての意識啓発に取
り組み，尚一層の推進
を図ります。

5上水道の
整備

B

　水道事業ビジョン，水道事業経営戦略に基づき事
業計画を進めています。漏水修理においては，本管
（φ75以上）の大きな口径の漏水が増加傾向にあ
ります。しかし，本年度は長期間漏水していたと思
われる箇所の修理を行えた為，有収率が2.77％増
の78.45％になりました。

　漏水箇所の頻繁な配
水管，送水管，対応年
数が経過している機
械，電気設備の更新し
てまいります。

2防犯対策
の充実

B
　防犯灯の設置等が進んでおり，刑法犯罪件数の減
少も見られることから，安全・安心に生活できる環
境整備は一定程度進んでいるといえます。

　住民全体が力を合わ
せ犯罪の起きにくい地
域環境をつくりだして
いきます。

3消費生活
の安全確保

Ｂ

　日々新たな手口や商法が生み出されている消費者
被害に対応すべく消費生活センターの体制強化を図
り，増加傾向にある苦情や相談等に対応し，消費者
意識の向上を図っています。

　市民生活の安定及び
向上を目指します。

03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ（生活・環境）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1交通安全
の推進

A
　交通事故件数は減少傾向にあり，市民の交通安全
意識の向上や交通安全施設の整備が一定程度進んで
いるといえます。

　交通安全に関する意
識向上を引き続き図
り，交通事故のない安
全なまちを目指しま
す。



03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ（生活・環境）

施策名称 総括評価 今後の方向性

8協働によ
るまちづく
りの推進

Ｂ
　石岡市協働のまちづくり条例に基づき，市民の行
政参加や協力に継続的に取り組んでおり，一定の成
果を上げているといえます。

　常に協働によるまち
づくりを意識し，ひざ
を交えてパートナー
（市民）と話し合いな
がら，市民活動に参加
しやすい環境づくりを
進めます。

7環境保全
の推進

A

　河川水質等の分析，公害等の各種調査・分析を
行っており，現状の検査結果等で異常値はなく，環
境保全の各種取組には一定の効果が認められます。
　身近なみどり整備推進事業では，計画策定時に早
急な対応が必要と判定された森林は，計画に沿った
間伐等が進んでいますが，計画策定後に荒廃が進ん
だ森林は現状をみながら進めざるを得ない状況で
す。

　水質浄化啓発と共に
生活排水を処理できる
環境を整える必要があ
ります。荒廃した森林
の間伐や県森林湖沼環
境税を活用し，市民提
案による整備を支援し
ていきます。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 01交通安全の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
3

（H28）
0 4

件
257

（H28）
210 182

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.62 4.40

2.64 4.37

2.70 4.44

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　交通安全に関する意識向上を引き続き図り，交通事故のない安全なまち
を目指します。

　更なる交通安全への意識啓発を進めていきます。

　限られた予算の中で，必要性や緊急性の高い箇所から効率的に整備を行
います。

石岡市の年間交通事故件数

施策の説明

石岡市の年間交通事故
死者数

交通事故死者数

交通事故件数

指標名

安全で安心な道路・歩道環境の整備

交通安全対策経費
【コミュニティ推進課】

事業名【担当課】

交通安全施設整備事業
【道路建設課】

事業の成果と今後の方向性

Ａ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

　交通事故件数は減少傾向にあり，市民の交通安全意識の向上や交通安全
施設の整備が一定程度進んでいるといえます。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 02防犯対策の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

灯
718

（H28）
750 610

人
897

（H28）
1,060 739

件
726

（H28）
650 553

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.75 4.34

2.78 4.35

2.83 4.34令和元年度調査

刑法犯罪件数 石岡市の刑法犯の件数

平成29年度調査

平成30年度調査

指標名 施策の説明

防犯灯設置及び器具等
交換灯数

市内の防犯灯設置及び器具等
交換灯数

エンゼルパトロール登録
者数

登録者数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

安全・安心まちづくり推
進事業
【コミュニティ推進課】

　エンゼルパトロール(無償ボランティアによる防犯パトロール)会員の登
録者の増加を図ります。

街路灯・防犯灯事業
【コミュニティ推進課】

　必要な場所への防犯灯・街路灯の整備を進めます。

地域との協働による防犯環境の向上，街路灯・防犯灯の
設置，エンゼルパトロールの実施

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　防犯灯の設置等が進んでおり，刑法犯罪件数の減少も見られることか
ら，安全・安心に生活できる環境整備は一定程度進んでいるといえます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　住民全体が力を合わせ犯罪の起きにくい地域環境をつくりだしていきま
す。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 03消費生活の安全確保

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

件
397

（H28）
300 455

回
1

（H28）
7 4

件
338

（H28）
280 419

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.76

2.89 3.72

2.93 3.73

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

相談件数 消費者トラブル等相談

出前講座 消費生活に関する出前講座

消費者トラブル発生件数
消費者トラブルの年間発生件
数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

消費者保護育成事業
【コミュニティ推進課】

　消費者へのバックアップ体制の整ったまちを目指します。

指標名 施策の説明

消費生活センターの設置，消費生活に関する苦情・相談
の受付対応

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　日々新たな手口や商法が生み出されている消費者被害に対応すべく消費
生活センターの体制強化を図り，増加傾向にある苦情や相談等に対応し，
消費者意識の向上を図っています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　市民生活の安定及び向上を目指します。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 04省エネの推進・新エネルギー導入促進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

kl
3,187
(H28)

3,028
2,995

（Ｈ30）

件
1

（H29）
2 2

件
2

（H28）
2 2

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.79 3.74

2.80 3.78

2.84 3.68

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

市の施設のエネルギー使
用量

省エネ法に基づくエネルギー使用量
を5年で5％以上削減（原油換算）

市の施設における新エネ
ルギーの導入件数

市の施設における新エネル
ギーの導入件数

意識啓発活動
省エネルギーキャンペーン等
の実施回数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

環境保全対策経費
【生活環境課】

　地球環境問題を考える機会を増やすために，広報やホームページ等によ
る啓発と学校等への情報提供を行います。

指標名 施策の説明

省エネキャンペーンの実施，公共施設における自然エネ
ルギーの有効活用

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　環境に配慮した新庁舎は，太陽熱や地中熱などの再生可能エネルギーを
活用し，消費電力の低減を図っています。
　一方省エネルギーの推進では，市の施設におけるエネルギー使用量は5
年間で５％以上削減（原油換算）を達成していることから，現状の取組体
制には一定の効果が認められます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　省エネルギーの推進では，省エネ・節電についての意識啓発に取り組
み，尚一層の推進を図ります。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 05上水道の整備

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
75

（H28）
85 78.45

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.93 4.15

2.96 4.09

2.99 4.14

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

指標名 施策の説明

有収率 有収水量÷配水量

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

水道事業会計全般
【水道課】

　平成30年度において，石岡市水道事業中長期基本計画，水道事業ビ
ジョン，水道事業経営戦略を策定しております。今後は，本計画に基づき
事業の運営を進めて参ります。

特別会計繰出金
【水道課】

　今後も地方公営企業繰出金について（総務省自治財政局長通知）に基づ
き，繰出すことにより，上水道事業の経営基盤の強化及び資本費負担の軽
減を図っていきます。

老朽化した配水管の更新，対応年数を経過している施設
の更新や整備。

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　水道事業ビジョン，水道事業経営戦略に基づき事業計画を進めていま
す。漏水修理においては，本管（φ75以上）の大きな口径の漏水が増加
傾向にあります。しかし，本年度は長期間漏水していたと思われる箇所の
修理を行えた為，有収率が2.77％増の78.45％になりました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　漏水箇所の頻繁な配水管，送水管，対応年数が経過している機械，電気
設備を更新してまいります。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 06循環型社会の構築

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
17.56

（H28）
24.6 18.01

kg
348

（H28）
315 354

kl
1,819

（H28）
914 1,472

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.95

2.98 4.04

3.02 4.12

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

１人当たりの年間ごみ
排出量

１人当たりの年間ごみ
排出量

し尿の年間汲み取り量 年間に汲み取りされる量

塵芥処理経費
【生活環境課】

　一般家庭から排出されるごみについては，市町村が収集・運搬・処分を
行うことが法律で定められており，分別収集の徹底，市民意識の高揚を図
ることで，ごみの減量化と資源の有効活用に結びつきます。

指標名 施策の説明

資源化率
年間に排出されるごみ量に占
める資源ごみの割合

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

ごみ減量・資源化推進
事業【生活環境課】

　集団回収によるごみの減量化やリサイクルを促進するためには，新規の
登録団体や実施回数を増やすとともに，広報紙・ＨＰ等による周知が必要
です。

清掃一般事務費
【生活環境課】

　生活環境に支障が生じないよう，一般廃棄物（ごみ・し尿）を適正に処
理する必要があり，ごみ処理施設については，施設の老朽化に伴い，新ご
み処理施設の建設を進めています。

ごみ減量化・八郷地区の市指定ごみ袋使用義務化・３R推
進，環境監視員パトロール，ごみ処理施設の広域整備

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　環境監視員の活動等により，不法投棄の早期発見につながっています。
　八郷地区の市指定ごみ袋使用の定着に向けて啓発をしていきます。
　１人当たりの年間ごみ排出量については，引き続き排出段階時における
ごみの減量化について，周知方法や取り組みを検討していきます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　ごみ処理施設稼働により，ごみの分別が変更となる為，より一層の分別
意識の啓発等を進めていきます。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 07環境保全の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

mg/l
1.7

（H27）
1.7 1.2

ﾘｯﾄﾙ
1,750

（H28）
2,000 2,400

箇所
0

（H28）
2 6

％
23.2

（H28）
25 25.0

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.87 3.97

2.90 3.98

2.93 3.95令和元年度調査

水洗化普及率
（合併処理浄化槽）

水洗化済人口／処理区域
人口

平成29年度調査

平成30年度調査

河川のBODの値 恋瀬川におけるBODの値

食用廃油回収量 食用廃油回収量

里山整備箇所数
里山事業を取り入れた整備を
実施する箇所数

公害対策経費
【生活環境課】

　問題発生時から一定年数が経過した箇所については，今後の検査体制等を地元
と協議していく必要があります。また，近年増加している不法投棄や不法残土に
対応するため，クライシス監理官の活用強化等を図っていく必要があります。

身近なみどり整備推進
事業【農政課】

　荒れてしまった身近な森林を整備することで，安心安全な生活環境づくりに貢
献していきます。

指標名 施策の説明

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

霞ヶ浦浄化対策経費
【生活環境課】

　合併浄化槽補助金の交付や水質浄化の啓発等により霞ヶ浦の水質浄化が図れて
います。
　協働で行う清掃事業を今後もより地域に浸透させていきます。

霞ヶ浦浄化対策経費
【下水道課】

　国，県に補助制度の見直し，拡大を要望し，本事業の推進に努めます。

霞ヶ浦の水質検査や清掃活動，森林の間伐・整備による
里山の保全

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　河川水質等の分析，公害等の各種調査・分析を行っており，現状の検査
結果等で異常値はなく，環境保全の各種取組には一定の効果が認められま
す。
　身近なみどり整備推進事業では，計画策定時に早急な対応が必要と判定
された森林は，計画に沿った間伐等が進んでいますが，計画策定後に荒廃
が進んだ森林は現状をみながら進めざるを得ない状況です。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　水質浄化啓発と共に生活排水を処理できる環境を整える必要がありま
す。荒廃した森林の間伐や県森林湖沼環境税を活用し，市民提案による整
備を支援していきます。

2
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4
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 03人と自然が調和し生活環境が充実したまちへ

基本施策 08協働によるまちづくりの推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

事例 3 10 5

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.83 3.66

2.85 3.65

2.88 3.58

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

区長・協力員関係経費
【コミュニティ推進課】

　地域の自主的な活動を支え，かつ，行政だけでは実現が困難な部分を把
握し，区長協力員の役割に関する検討について，継続して取り組んでいき
ます。

指標名 施策の説明

協働活動事例の周知
「協働」の取り組み事例を広
報誌・ＨＰへの掲載事例数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

協働まちづくり推進事業
【コミュニティ推進課】

「石岡市協働のまちづくり条例」に示された協働の理念により，現在市民
と協力し，行われている事業を分析し，その事業の発展向上を目指しま
す。

コミュニティ・新生活運
動事業
【コミュニティ推進課】

　今後も引き続きコミュニティ活動の推進を図っていきます。

協働のまちづくり条例の推進，まちづくりについての情
報発信

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　石岡市協働のまちづくり条例に基づき，市民の行政参加や協力に継続的
に取り組んでおり，一定の成果を上げているといえます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　常に協働によるまちづくりを意識し，ひざを交えてパートナー（市民）
と話し合いながら，市民活動に参加しやすい環境づくりを進めます。

2
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4地域防災
力の向上

B

　行政と市民が防災に関する情報を共有し，自主防
災組織の設立促進や防災訓練を通して地域防災力の
向上を実施してきました。また，防災訓練時にも住
宅用火災警報器の設置を促進することで，市民の防
災意識の向上を図り，安全確保に努めてきました。

　自主防災組織の新設
及び活動の活性化を推
進するとともに，防災
訓練への参加を促進
し，地域防災力の向上
に努めます。

2防災機能
の整備・強
化

Ｂ

　平成27年度より，市内全域で防災行政無線の運
用を開始し，市民が必要とする災害情報等を迅速か
つ正確に伝達しています。また，平成８年度より運
用している「ぼうさいやさと」との一元化に向けた
整備を令和３年度運用を目指し取り組んでいます。

　今後も適正な運用管
理を図るとともに新た
な情報伝達手段につい
ても調査・研究を進め
ます。また，被災者の
福祉及び生活の安定を
目指します。

3防災体制
の充実

Ｂ

　毎年，石岡市地域防災計画を改定し当計画に基づ
く災害体制の構築を進めています。また，災害時に
市民が必要とする業務の継続，早期の復旧が可能と
なるよう，業務継続計画（BCP）を策定していま
す。

　災害時に，市内全域
で自助・共助・公助が
効率的に行える体制づ
くりを今後も継続して
実施していきます。

04災害に強く安心して暮らせるまちへ（消防・防災）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1消防・救
急体制の充
実

A

　市民の生命・身体の保全を図るため，救急資器材
の整備を徹底し救急業務を円滑に遂行してきまし
た。救急医療体制の高度化に伴い，専門技能を有す
る救急救命士の育成を図りました。応急手当の普及
啓発活動（救命講習会）を実施し，バイスタンダー
を育成しました。

　市民の安全・安心を
確保するには，各事業
の更なる整備及び応急
手当の普及啓発活動，
また，消防隊員・救急
隊員の継続的な教育が
必要です。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 04災害に強く安心して暮らせるまちへ

基本施策 01消防・救急体制の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
7,691

（H29）
14,000 12,556

分団
18

（H29）
26 26

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.28 4.30

3.30 4.27

3.37 4.29

消防機械整備事業
【総務課（消防）】

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

救急活動経費
【警防課（消防）】

　増加傾向にある救急事案に対応するため，救急資器材の整備を徹底し救
急業務を円滑に遂行していきます。救急医療体制の高度化に伴い，専門技
能を有する救急救命士の育成を図ります。訓練用資器材の充実及び救命講
習会で使用している資器材の充実を図ります。救命講習会は継続して受講
することが大切です。また，感染症対策（パンデミック時の対応）として
感染防護資器材の備蓄を確保していきます。

愛郷橋出張所整備事業
【総務課（消防）】

　石岡市消防施設等総合整備計画に基づき，強固な防災拠点を整備してい
かなければなりません。

　更新計画に基づき計画的に進めていく必要があります。

救急講習会受講者数

消防団

指標名

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　市民の安全・安心を確保するには，各事業の更なる整備及び応急手当の
普及啓発活動，また，消防隊員・救急隊員の継続的な教育が必要です。

消防団の再編を実施する

施策の説明

バイスタンダーによる適切な
処置のため，救急講習会受講
者数を増加させる

救急講習会の開催，消防隊員・救急救命士の技能向上

Ａ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

　市民の生命・身体の保全を図るため，救急資器材の整備を徹底し救急
業務を円滑に遂行してきました。救急医療体制の高度化に伴い，専門技能
を有する救急救命士の育成を図りました。応急手当の普及啓発活動（救命
講習会）を実施し，バイスタンダーを育成しました。

2

3

4

5

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 04災害に強く安心して暮らせるまちへ

基本施策 02防災機能の整備・強化

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

式
2

（H29）
1 0

式
0

（H29）
1 1

ｍ
352

(H29)
485 416

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.98 4.24

3.05 4.21

3.07 4.24

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

防災拠点の充実
防災拠点である新庁舎での防
災機能の充実

急傾斜地崩壊対策整備延
長

急傾斜地崩壊対策事業に
よる整備延長

急傾斜地崩壊対策事業
【道路建設課】

　県事業（国庫補助採択）のため，整備個所や事業費などが限られる。

指標名 施策の説明

防災行政無線の一元化
防災行政無線「ぼうさいいしお
か」と「ぼうさいやさと」の
一元化

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

防災行政無線管理運用経
費【防災対策課】

　市内全域で防災行政無線を活用し，市民が必要とする災害情報等を迅速
かつ正確に伝達しています。今後も継続して適正な運用管理を図っていき
ます。

地震災害支援経費
【社会福祉課】

　災害によって被害を受けた市民に対して応急援護を図る見舞金支給事業
であり，被災者の経済的な不安をやわらげることができるようにしていき
ます。

防災無線の積極的な運用，避難所の防災倉庫や備蓄品の
適正な管理

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　平成27年度より，市内全域で防災行政無線の運用を開始し，市民が必
要とする災害情報等を迅速かつ正確に伝達しています。また，平成８年度
より運用している「ぼうさいやさと」との一元化に向けた整備を令和３年
度運用を目指し取り組んでいます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　今後も適正な運用管理を図るとともに新たな情報伝達手段についても調
査・研究を進めます。また，被災者の福祉及び生活の安定を目指します。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 04災害に強く安心して暮らせるまちへ

基本施策 03防災体制の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
1

(H29)
1 1

種
1

(H29)
2 2

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.90 4.19

2.98 4.13

3.07 4.17

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

指標名 施策の説明

防災会議の開催
地域防災計画見直しのための
防災会議の開催数

業務継続計画の策定
業務継続計画の対応する
災害種別数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

防災対策経費
【防災対策課】

　防災備蓄品については，消費期限等を考慮して防災啓発や教育等に有効
活用しています。今後も数量管理を徹底し適正に管理していきます。ま
た，防災用資機材については，いざという時に使用できるよう，点検及び
維持管理に努めていきます。なお，職員に対しては訓練や研修等を継続的
に実施していきます。

防災対策経費
【総務課（支所）】

　防災行政無線（ぼうさいやさと）の整備により，市民が必要とする情報
等を一斉に伝達することが可能となりました。令和３年度より，ぼうさい
やさとをデジタルに更新した上で，石岡地区と一元化し，市内全戸に防災
ラジオを無償貸与予定です。

地域防災計画の運用，業務継続計画（BCP）の運用

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　毎年，石岡市地域防災計画を改定し当計画に基づく災害体制の構築を進
めています。また，災害時に市民が必要とする業務の継続，早期の復旧が
可能となるよう，業務継続計画（BCP）を策定しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　災害時に，市内全域で自助・共助・公助が効率的に行える体制づくりを
今後も継続して実施していきます。

2

3

4

5
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 04災害に強く安心して暮らせるまちへ

基本施策 04地域防災力の向上

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
581

（H29）
600 －

人
1,191

（H29）
1,500 1,019

組織
154

（H29）
160 159

％
72.2

（H29）
80 75.1

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.87 4.02

2.94 3.99

3.03 4.04

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

総合防災訓練の実施 総合防災訓令の参加人数

自主防災組織の設立促進 自主防災組織の設立組織数

住宅用火災警報器の設置 設置率の推計値

自主防災組織活性化事業
【防災対策課】

　地域での防災研修会などに積極的に参加し，自主防災組織の設立促進を
図るとともに，県の事業などを有効に活用して，自主防災組織の活性化を
図っていきます。

指標名 施策の説明

地域防災訓練の実施
地域住民が中心となった防災
訓練への参加人数
（単年度）

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

火災予防経費
【予防課（消防）】

　住宅用火災警報器について，市民目線での広報活動を実施し，未設置者
の理解を得る必要があります。

防災訓練経費
【防災対策課】

　地域住民が主体となった防災訓練の実施に向け，出前講座等を継続的に
行っていきます。

自主防災組織への支援，火災予防運動や危険物安全週間
を通じた周知活動

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　行政と市民が防災に関する情報を共有し，自主防災組織の設立促進や防
災訓練を通して地域防災力の向上を実施してきました。また，防災訓練時
にも住宅用火災警報器の設置を促進することで，市民の防災意識の向上を
図り，安全確保に努めてきました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　自主防災組織の新設及び活動の活性化を推進するとともに，防災訓練へ
の参加を促進し，地域防災力の向上に努めます。

2

3

4

5
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05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ（健康・福祉）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1健康づく
りの推進

B

　各成果指標は，目標値には達していませんが，市
民満足度調査においては，重要度が増加しており，
市民の意識や関心が高いことが伺われます。今後も
目標値に近づけるよう各事業を展開し，市民満足度
の向上に努めます。

「第二次いしおか健康
応援プラン」に基づい
て，健康寿命の延伸を
目指し，健康づくりに
関する事業を展開して
いきます。

2地域医療
の充実

Ｃ

　令和元年度までは，初期救急及び二次救急の医療
体制を確保できていましたが，令和２年７月から医
師不足等により，初期救急体制がない状況になって
います。今後は，初期救急体制の確保のほか，必要
な医療体制の整備に向けて早急に対応を検討し，方
針を決定していく必要があります。

　石岡地域医療計画の
基本理念等に基づき，
近隣市や関係機関等と
連携の上，今後の地域
医療対策について，具
体的な方策を決定して
まいります。

3子育て環
境の充実

B

　児童手当や児童扶養手当など子育て世代に対する
支援につきましては法に基づいて適正に行っており
ます。また市内の公立・私立の保育施設の運営にお
いては，多様化する保育ニーズに対応するべく，利
用定員の見直しを行うことで待機児童数ゼロを維持
しています。

　子どもを産み，育て
やすい環境づくりのた
め，関係部署と連携し
て，子ども・子育て支
援プランに基づいて，
事業の実施に努めてま
いります。

4高齢者福
祉や介護予
防の充実

B

　高齢者世帯やひとり暮らし高齢世帯が増加してお
ります。また，日常生活支援総合事業対象者，要支
援者及び要介護者のサービス利用者数も増加傾向に
あります。介護保険事業を含め高齢者関連事業は、
令和2年度までが計画期間である第7期石岡ふれあ
い長寿プランに基づき，各種施策や事業を適正な水
準で実施しています。

　高齢者が生きがいを
持って現役で活躍でき
るよう社会参加活動を
進めつつ，地域で安心
して暮らせる在宅福祉
事業の充実を目指して
いきます。

5障がい者
福祉の充実

B
　障害福祉サービスや地域生活支援事業のサービス
などにより，障がい者の自立や社会参加等の推進が
図られています。

　障がい者各人の障が
い（特徴）を認識し，
地域社会で等しく暮ら
せるよう健常者の理解
の促進を進めていきま
す。



05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ（健康・福祉）

施策名称 総括評価 今後の方向性

8社会保障
制度の安定
した運営

A

　国民健康保険事業の特定健康診査受診率は年々増
加していますが，目標値に達していないため更なる
受診勧奨等の対応が必要です。
　医療福祉は，対象を18歳まで拡大したことによ
り，負担軽減が図られました。
　介護保険事業では，第７期石岡ふれあい長寿プラ
ンに基づき各種施策や事業が実施され，順調に進ん
でいます。

　関係機関との連携を
図り，安定した運営に
努めます。

6地域福祉
の充実

B

　避難行動要支援者避難支援登録台帳の地域支援者
を確保することが課題ですが，台帳登録者と地域住
民との関わりを見据えながら地域支援者の確保を進
めていく必要があります。

　支援が必要な住民が
住み慣れた地域で今後
も暮らせるよう，行
政，地域住民，民生委
員・児童委員，社会福
祉協議会などが連携し
て支援をしていきま
す。

7生活困窮
者等の自立
支援

B

　生活困窮者への各種助言や就労支援員による就労
相談，ハローワークとの連携により生活困窮者の就
労支援は概ね順調に進んでいます。
　生活困窮者自立支援法に基づいた就労支援を行う
支援員による面接等は，年間延べ188回実施しまし
た。

　相談員の質的な向上
を図るとともに，関係
機関とより連携した支
援を行うことができる
よう事業の充実を図っ
ていきます。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 01健康づくりの推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
98.3

（H28）
99.0 97.7

人
4,111

（H28）
4,500 4,105

人
268

（Ｈ28）
320 273

人
128

（H29）
140 120

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.38 4.32

3.37 4.31

3.39 4.36

母子保健事業
【健康増進課】

　妊婦歯科健診は，開始から２年が経過し受診者数が増加しました。今後も妊娠
期から乳幼児期の健康診査や訪問等を充実させ，安心して子育てができる環境を
整え，健康づくりを推進します。

健康づくり推進事業
【健康増進課】

各種健康診査，疾病予防のための健康づくり事業の実
施，予防接種の助成

乳児家庭訪問の実施率

自分の健康に関心のある
女性

成人歯科検診を受けた
市民

健康づくりに関心のある
市民

指標名

成人保健事業
【健康増進課】

事業名【担当課】

Ｂ進
捗
状
況
評
価

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

予防接種事業
【健康増進課】

令和元年度調査

「第二次いしおか健康応援プラン」に基づいて，健康寿命の延伸を目指
し，健康づくりに関する事業を展開していきます。

　集団検診（子宮がん・乳がん検診）に合わせて，大腸がん検診も同時に実施し
健診日を増やしたことで受診者が増加しました。今後も健康診査・がん検診の受
けやすい体制を整備します。若い世代から健康づくり行動を身に付け，自主的に
健康維持・増進ができるように支援します。

食生活改善推進員として健康づ
くりに関心をもち活動する人数

市の行なう子宮・乳がん
検診を受診した女性の人数

市の行なう成人歯科検診を受
診した人数

施策の説明

４か月までの乳児のいる
家庭への全戸家庭訪問

　石岡市民に多いとされる高血圧をはじめとした生活習慣病予防のため，食生活
改善推進員の協力を得ながら野菜摂取量増加及び適塩の普及啓発活動を実施し，
参加者数が増加しました。今後も効果的な事業が実施できるよう，さらに事業内
容を検討するとともに，食生活改善事業を広く周知し，より多くの参加者を募り
ます。

事業の成果と今後の方向性

　あらゆる機会を通じて接種勧奨を実施し，接種率の向上につながっています。
今後も継続して定期予防接種（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ，麻しん
風しん，日本脳炎，BCG，小児肺炎球菌，ヒブ，HPV，水痘，B型肝炎，高齢者
肺炎球菌，高齢者インフルエンザ・風しんの追加的対策）任意予防接種（小児イ
ンフルエンザ，おたふくかぜ，ロタ，成人風しん，高齢者肺炎球菌（定期接種対
象外））について，接種勧奨や接種費用の助成を行います。

総括評価

今後の方向性

　各成果指標は，目標値には達していませんが，市民満足度調査において
は，重要度が増加しており，市民の意識や関心が高いことが伺われます。
今後も目標値に近づけるよう各事業を展開し，市民満足度の向上に努めま
す。

平成29年度調査

平成30年度調査2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 02地域医療の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
100.0

（H28）
100 100

％
100.0

（H28）
100 100

回
0

（H29）
3 8

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.98 4.37

3.01 4.36

2.94 4.41

休日・夜間の診療体制の確保，二次救急診療の当番病院
への運営補助，地域医療に係る懇談会・報告会等の開催

進
捗
状
況
評
価

Ｃ
総括評価

　令和元年度までは，初期救急及び二次救急の医療体制を確保できていま
したが，令和２年７月から医師不足等により，初期救急体制がない状況に
なっています。今後は，初期救急体制の確保のほか，必要な医療体制の整
備に向けて早急に対応を検討し，方針を決定していく必要があります。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　石岡地域医療計画の基本理念等に基づき，近隣市や関係機関等と連携の
上，今後の地域医療対策について，具体的な方策を決定してまいります。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

保健衛生一般事務費
【健康増進課】

　第二次救急医療機関の協力のもと，診療予定日どおり診療を行いまし
た。今後も市民へのセーフティネット提供のために，継続して実施しま
す。

診療業務費
【健康増進課】

　緊急診療，外科の在宅当番については，近隣市や関係機関と連携し，市
民へのセーフティネットの提供のために，事業の復活を目指します。

献血推進事業
【健康増進課】

　血液の安定的な供給の確保を進めるため，県や赤十字血液センターと連
携し，献血推進事業に伴う普及啓発に務めました。同様に，骨髄ドナーに
ついても関係団体と連携し，骨髄等の移植に関する正しい知識の普及，新
規登録者の確保のための取り組みを今後も継続していく必要があります。

地域医療対策事業
【健康増進課】

　令和元年度に石岡地域医療計画を策定しました。今後は，石岡地域医療
計画の基本理念等に基づき，近隣市や関係機関等と連携の上，地域に必要
な医療体制の整備に向けて地域医療対策事業を推進していきます。

指標名 施策の説明

緊急診療・在宅当番医
開設率

緊急診療等の開設予定日に対
する実施率

第二次救急医療病院群
輪番制診療実施率

診療予定日における診療
実施率

地域医療に係る懇談会・
報告会等の開催

懇談会・報告会等の開催
回数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 03子育て環境の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
0

（H28）
0 0

人
27,020
（H28）

27,500 27,010

人
793

（H28）
800 882

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.05 4.12

3.08 4.20

3.06 4.18

保育事業，放課後児童健全育成事業

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　児童手当や児童扶養手当など子育て世代に対する支援につきましては法
に基づいて適正に行っております。また市内の公立・私立の保育施設の運
営においては，多様化する保育ニーズに対応するべく，利用定員の見直し
を行うことで待機児童数ゼロを維持しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　子どもを産み，育てやすい環境づくりのため，関係部署と連携して，子
ども・子育て支援プランに基づいて，事業の実施に努めてまいります。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

子育て支援事業
【こども福祉課】

　幼児期の学校教育や保育及び地域の子ども・子育て支援を総合的に推進するこ
とにより，子どもを産み，育てやすい環境作りを進めます。また，子どもの育ち
に係る費用を支援することにより，子育てしやすい環境を整え，少子化を抑制す
ることを目指します。

保育支援関係経費
【こども福祉課】

　国の基準を遵守して事業を行っています。今後も多様化する教育・保育サービ
スに対応して実施いたします。

子育て世代包括支援セン
ター事業
【健康増進課】

　子育て世代包括支援センターを2か所に増やしたことで，妊婦面談の増加につ
ながりました。今後も子育て相談がしやすい環境づくりを整え，社会資源の情報
集約と関係機関との連携を図ることで，妊娠期から子育て期の支援の充実を図り
ます。

放課後児童健全育成事業
【生涯学習課】

　公立児童クラブ運営の効率化，支援員の資質向上と確保に努めるとともに，民
間学童保育事業者の参入を促すため，石岡市放課後子どもプラン運営委員会にお
いて公立児童クラブの民間委託の検討を実施しました。また，保護者の早く預け
たい，遅くまで預けたいという要望に対応するため，時間延長も検討していきま
す。

指標名 施策の説明

待機児童数
入所資格を有するも，市内の
保育所に入所ができない児童数

地域子育て支援センター
利用者数

年間の延べ利用者数

児童クラブ利用者数 学童保育を利用する児童数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 04高齢者福祉や介護予防の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
3,760

（H28）
8,100 5,503

件
15,855
（H28）

18,500 17,317

人
5,589

（H28）
5,900 8,282

人
116

（H29）
196 155

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.95 4.29

2.98 4.27

2.98 4.25

高齢者が生きがいを持って活躍できる環境をつくり，介護
予防活動普及のための人材を育成

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　高齢者世帯やひとり暮らし高齢世帯が増加しております。また，日常生
活支援総合事業対象者，要支援者及び要介護者のサービス利用者数も増加
傾向にあります。介護保険事業を含め高齢者関連事業は，令和2年度まで
が計画期間である第7期石岡ふれあい長寿プランに基づき，各種施策や事
業を適正な水準で実施しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　高齢者が生きがいを持って現役で活躍できるよう社会参加活動を進めつ
つ，地域で安心して暮らせる在宅福祉事業の充実を目指していきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

生涯現役事業
【高齢福祉課】

　高齢者一人ひとりが，生きがいを持って対象講座等に参加することで，
介護予防に繋がることから事業の必要性があり，継続して実施していきま
す。

高齢者等支援事業
【高齢福祉課】

　今後も，高齢者が健康で，生きがいを持って積極的に社会参加ができる
環境を目指して事業の継続を実施していきます。

介護サービス事業会計
（総括）【高齢福祉課】

　国は社会保障制度と税の一体改革を進めており，「認知症施策」「在宅
医療・介護連携の推進」「生活支援体制整備」等，介護サービスの効率化
及び重点化を図りつつ，必要な介護サービスの確保を掲げています。この
ような制度改革に合わせ，事業の展開を行っていきます。

指標名 施策の説明

生涯現役プラチナ応援事
業登録者数

市内に住所を有する65歳
以上の方の登録者数

総合相談件数
地域包括支援センター・在宅介護
支援センター相談対応延べ件数

介護予防教室等参加者数
介護予防講演会や介護予防
教室参加延べ人数

シルバーリハビリ体操指
導士養成数

シルバーリハビリ体操指導士
３級養成延数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 05障がい者福祉の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

施設
5

（H28）
6 6

人
85

（H28）
90 91

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.97 4.13

3.01 4.10

3.00 4.07

障害福祉サービス費の給付，補装具の支給，地域活動支
援センターの運営

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　障害福祉サービスや地域生活支援事業のサービスなどにより，障がい者
の自立や社会参加等の推進が図られています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　障がい者各人の障がい（特徴）を認識し，地域社会で等しく暮らせるよ
う健常者の理解の促進を進めていきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

障害者自立支援給付事業
【社会福祉課】

　障害福祉サービス費の給付や自立支援医療の給付，補装具費の支給等に
より障がい者を支え，障がい者の自立や社会参加等の推進が図られるた
め，適切であると考えられます。今後も達成できるよう，必要な障害福祉
サービス事務に努めていきます。

障害者地域生活支援事業
【社会福祉課】

　地域で生活する障がい者のニーズを踏まえ，地域の実情に応じた事業を
実施し，障がい者の自立を支援していきます。今後も障がい者の社会的知
識の習得や日常生活の場所として事業所の周知を図っていきます。

指標名 施策の説明

障害者就労施設への物品
等発注

市や市の委託事業等で物品等を
発注した障害者就労施設の数

障がい者と健常者の交流
障がい者スポーツ大会へのボ
ランティア参加者数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 06地域福祉の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
49.6

（Ｈ29）
75 58.7

チーム
174

（H29）
180 178

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.88 4.13

2.92 4.17

2.91 4.13

地域住民や専門家等による支援体制の整備，支援が必要
な一人暮らし世帯の見守り活動

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　避難行動要支援者避難支援登録台帳の地域支援者を確保することが課題
ですが，台帳登録者と地域住民との関わりを見据えながら地域支援者の確
保を進めていく必要があります。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　支援が必要な住民が住み慣れた地域で今後も暮らせるよう，行政，地域
住民，民生委員・児童委員，社会福祉協議会などが連携して支援をしてい
きます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

民生委員等経費
【社会福祉課】

　民生委員・児童委員が地域と行政のパイプ役となり，また地域支えあいとなる
ことで高齢者，障がい者，その他の援助を必要とする人が地域で独立した生活を
営めるようにしていきます。

福祉バス維持管理経費
【高齢福祉課】

　高齢者人口の増加に伴い，老人クラブや福祉関係団体等の会員の増加や各種事
業の拡大により申請件数の増加が予想されますが委託事業者において安全な運行
管理を行っていきます。
　申請方法等を検討していく必要があります。

指標名 施策の説明

避難行動要支援者に対す
る地域支援者数

避難行動要支援者台帳登録者の
地域支援者の確保割合

地域ケアシステムチーム
数

年度内の在宅ケアチーム数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 R1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 07生活困窮者等の自立支援

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
23

（H28）
30 19

％
38

（H28）
40 36

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.83 3.94

2.87 3.94

2.90 3.88

生活困窮者の求職支援，ハローワークと連携した就労支
援

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　生活困窮者への各種助言や就労支援員による就労相談，ハローワークと
の連携により生活困窮者の就労支援は概ね順調に進んでいます。
　生活困窮者自立支援法に基づいた就労支援を行う支援員による面接等
は，年間延べ188回実施しました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　相談員の質的な向上を図るとともに，関係機関とより連携した支援を行
うことができるよう事業の充実を図っていきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

生活保護適正実施推進事
業【社会福祉課】

　レセプト点検により，過誤調整を実施し，費用の削減を行いました。
　今後も国のセーフティーネット支援対策事業に基づき運用していきま
す。

生活保護費
【社会福祉課】

　今後も生活保護法に基づいた事業運営を行っていきます。

生活困窮者自立支援事業
【社会福祉課】

　広報等に努め，相談件数や支援件数が増えるよう取り組む必要がありま
す。

指標名 施策の説明

就労による自立世帯数
就労した世帯のうち，増収に
伴い生活保護から自立した世
帯の割合

令和元年度調査

生活保護廃止世帯のうち
自立した世帯数

生活保護が廃止された世帯の
うち自立により廃止された世
帯の割合

平成29年度調査

平成30年度調査2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 05健康で笑顔があふれるのびやかなまちへ

基本施策 08社会保障制度の安定した運営

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
91.1

（H28）
92 92.3

％
36.7

（H28）
60

37.1
（Ｈ30）

％
41.6

（H28）
60

51.2
（Ｈ30）

％
98.1

（H28）
98.2 98.6

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.96 3.79

3.00 3.79

3.03 3.71

特定健康診査・特定保健指導事業，医療費の自己負担を
一部助成，介護サービスの実施

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　国民健康保険事業の特定健康診査受診率は年々増加していますが，目標
値に達していないため更なる受診勧奨等の対応が必要です。
　医療福祉は，対象を18歳まで拡大したことにより，負担軽減が図られ
ました。
　介護保険事業では，第７期石岡ふれあい長寿プランに基づき各種施策や
事業が実施され，順調に進んでいます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　関係機関との連携を図り，安定した運営に努めます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

国民健康保険会計
（総括）【保険年金課】

　国民健康保険は，平成30年度から県が財政運営の責任主体となり，市町村は引
き続き資格管理，保険給付，保険税の賦課・徴収及び保健事業等を実施していき
ます。収納率は，前年度を下回りました。今後も納税相談や収納対策により収納
率の向上に努めるとともに保健事業を展開し，医療費の適正化に努めます。

医療福祉市単独事業
【保険年金課】

　小児の外来・調剤を令和元年10月から18歳まで拡大したことにより，県の助
成制度を含め０歳から18歳までの外来・調剤・入院のすべてが助成の対象とな
り，出産及び子育てにかかる負担軽減が図れました。今後は，厳しい財政状況の
中，制度が持続できるよう適切な受診を呼び掛けていきます。

介護保険特別会計
（総括）【高齢福祉課】

　高齢者の増加とそれに応じた需要増が見込まれるため，事業規模が拡大してい
くことが見込まれている。そのため，事業の継続性と適正性の確保が求められて
いる。

指標名 施策の説明

国民健康保険税収納率
（一般被保険者分）

国民健康保険税収納額／国民
健康保険税調定額

特定健康診査実施率
特定健康診査受診者数／特定
健康診査受診対象者数

特定保健指導指導率
特定保健指導実施者／特定保
健指導対象者数

介護保険料収納率
（現年度）

介護保険料収納額／介護保険
料調定額

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ（教育・文化）

施策名称 総括評価 今後の方向性

01創意あ
る学校教育
の推進

B

　目標値に達していない指標があるものの，ふるさ
と学習を取り入れるなど，各小中学校の独自性を
持った多様な学習推進が概ね達成されています。ま
た，学校給食の実施においては，地場産物の活用率
は目標を達成しており，今後も地元産食材の活用を
推進して参ります。

　学校・保護者・地域
の人々により，連携・
協力しながら地域の教
育力を活かした学校づ
くりを推進します。
AETの拡充や教員への
研修により，語学指導
の充実を図ります。地
場産物のさらなる活用
を目指します。

2学校施設
の整備・充
実

B

　目標値に達していない指標があるものの，ICT環
境整備について，パソコン教室のタブレット整備を
令和元年度に全小学校で完了しました。市内小中学
校全校での整備が完了したことにより，効果的な教
育環境づくりが概ね達成されています。

　統合再編等により，
小中学校の適正規模・
適正配置等を推進する
ことで，児童生徒のよ
り良い学習環境や生活
環境，人間関係の構築
を目指し，ICTの環境整
備を含め，望ましい教
育環境の整備を目指し
ます。

3生涯学習
の推進

B

　生涯学習情報の収集や提供を行うことで，生涯学
習の推進を図っております。市民の「生きがい」創
出や，知識・経験ともに豊富な地域の人材を大いに
活用し，社会還元型の生涯学習を推進します。

　市民が生涯いきいき
とした生活が送れるた
めの事業を実施すると
ともに，幅広い年齢層
への広報活動を促進し
ます。

4生涯ス
ポーツの推
進

Ａ

　令和元年9，１０月に石岡運動公園体育館にて，
いきいき茨城ゆめ国体が開催されたため，当該施設
の利用者が増加しましたが，他施設については下落
傾向です。
　親善武道大会にて，競技種目が追加されたため，
参加人数が増加しています。
　スポーツフェスティバルが好評であり，又，昨年
好評であった水中ウォーキングを２回開催したた
め，参加者が増加しています。

　多種多様な市民から
のニーズに応えられる
ように，施設の維持管
理・環境整備や開催イ
ベントの改善を行って
いきます。



06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ（教育・文化）

施策名称 総括評価 今後の方向性

5文化・芸
術の推進

B

　市民が文化芸術に親しみ，創る人・観る人が創造
性豊かな地域文化の向上を図るうえで，一定の役割
を果たしています。また，自主的に文化芸術活動を
行う団体を支援するために，様々な活動に参加する
機会の充実を図りました。

　令和元年度に文化芸
術推進基本計画を策定
したことから，この計
画に基づき市民や文化
芸術団体への支援や機
会の提供に努め，文化
芸術の活性化を図って
いきます。

6青少年の
健全育成

B

　青少年が健やかに成長することを目指し，青少年
の健全育成に資する各種事業を実施しています。家
庭，学校，地域と連携しながら，活動体制の充実を
図り，社会環境の健全化活動により，地域に根ざし
た青少年健全育成活動を推進しています。

　青少年が心身ともに
健やかに成長できるよ
う，地域に根差した各
青少年関連団体活動の
推進に努めていきま
す。

7歴史・文
化財の保
護・活用

B

　発掘調査経費，文化財保護保存及び普及経費につ
いて計画的に進めることができました。指定文化財
及び国登録文化財数は144件となり目標を達成して
います。さらに，企画展や文化財調査報告会を開催
し活用をはかりました。また，茨城郡家推定地であ
る外城遺跡の調査を行い茨城廃寺とともに国指定史
跡化を目指します。

　保存活用地域計画を
策定し適正な保護保存
活用をはかってまいり
ます。また，常陸国分
寺跡保存活用計画が策
定されたことからその
運用をはかってまいり
ます。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 01創意ある学校教育の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
215

（H28）
230 234

％
93.4％

（Ｈ28）
95.0 91.3

人
0

（H28）
4 1

％
53.7

（Ｈ29）
59.0 67.5

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.05 3.99

3.07 4.03

3.07 3.97

いきいきプラン推進事業
の事業数

英会話県南地区予選最終
選考進出生徒数(中学校)

学校給食における地場産
物の活用

英語に興味を持つ児童数
の割合（小学校）

指標名

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　学校・保護者・地域の人々により，連携・協力しながら地域の教育力を
活かした学校づくりを推進します。AETの拡充や教員への研修により，
語学指導の充実を図ります。地場産物のさらなる活用を目指します。

　ＡＥＴを活用した英語教育を継続することで，児童生徒が英語に慣れ親
しみ，英語学習に意欲的に取り組むことができています。
　今後は，現行の取り組みを継続するとともに，学習指導要領の改訂に対
応するため，ＡＥＴの拡充や外部講師等を活用した教員に対する研修等の
充実を図ります。

英語でもっと会話をしたいと
思う児童数の割合

インタラクティブフォーラムの地区
予選最終選考に進出した生徒数

地場産食材数/総食材数

施策の説明

いきいきプラン推進事業の事
業数

　継続して衛生管理の徹底及び衛生教育を実施することで，今後も安心・
安全な給食の提供を実施します。

　今後もより一層の衛生管理と衛生教育を実施します。

事業の成果と今後の方向性

八郷給食センター調理業
務経費【学校給食課】

　各学校の独自性を生かした教育の実施が達成されていると考えられま
す。より質の高い事業内容となるよう各校で研究を深めるとともに，経費
の削減を踏まえた効率的な事業実施が必要であると考えられます。

学校いきいきプラン推進事
業（小・中学校）
【教育総務課】

石岡給食センター調理業
務経費【学校給食課】

特別講師による多種多様な学習活動の推進，地元産の食
材を活用した学校給食の実施

語学指導事業
【教育総務課】

事業名【担当課】

Ｂ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

　目標値に達していない指標があるものの，ふるさと学習を取り入れるな
ど，各小中学校の独自性を持った多様な学習推進が概ね達成されていま
す。また，学校給食の実施においては，地場産物の活用率は目標を達成し
ており，今後も地元産食材の活用を推進して参ります。

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 02学校施設の整備・充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
66.52

（H29）
74.1 63.14

％
16

（Ｈ29）
100 100

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.04 4.09

3.03 4.02

3.04 4.06

学校施設の改修工事，ICT化，学校施設個別施設計画の策
定，空調設備導入のための設計業務委託

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　目標値に達していない指標があるものの，ICT環境整備について，パソ
コン教室のタブレット整備を令和元年度に全小学校で完了しました。市内
小中学校全校での整備が完了したことにより，効果的な教育環境づくりが
概ね達成されています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　統合再編等により，小中学校の適正規模・適正配置等を推進すること
で，児童生徒のより良い学習環境や生活環境，人間関係の構築を目指し，
ICTの環境整備を含め，望ましい教育環境の整備を目指します。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

ＩＣＴ環境整備事業
【教育総務課】

　文部科学省が進めているＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて整備を進
めます。一人一台端末の整備，ネットワーク機器の充実など，ＩＣＴ機器
がより快適に使えるよう環境の充実に努めます。

学校施設事務費
【教育総務課】

　施設維持のため必要な事業費であるとともに，統廃合等により残った施
設の管理費等維持費を計上しています。統廃合後の施設利活用についても
検討が必要です。

学校維持管理経費
【教育総務課】

　より適正な管理に向け，情報収集するとともに，経費削減に向け調査研
究が必要です。

指標名 施策の説明

適正規模の学校で学ぶ児
童生徒比率

適正規模の学校で学ぶ児童生
徒数÷児童生徒総数

令和元年度調査

教育用タブレット端末の
導入

教育用タブレット端末導入校
数÷市内小中学校数

平成29年度調査

平成30年度調査2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 03生涯学習の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
8,280

（Ｈ28）
9,500 8,470

人
52,461

（H28）
53,100 42,048

人
80,648

（Ｈ28）
84,000 67,732

人
718

（Ｈ28）
780 573

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.08 3.82

3.09 3.78

3.09 3.75

公民館での各種講座・学級の開催，図書館の利用促進，
放課後子ども教室の実施

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　生涯学習情報の収集や提供を行うことで，生涯学習の推進を図っており
ます。市民の「生きがい」創出や，知識・経験ともに豊富な地域の人材を
大いに活用し，社会還元型の生涯学習を推進します。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　市民が生涯いきいきとした生活が送れるための事業を実施するととも
に，幅広い年齢層への広報活動を促進します。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

中央図書館管理運営経費
【生涯学習課】

　利用者のニーズに沿った図書館運営の実現を図ります。

中央公民館管理運営経費
【中央公民館】

　市民が生涯いきいきとした生活が送れるよう，各種講座・学級等を開催
し，学習の機会を提供します。 利用しやすい施設を目指し，施設環境を
整備するとともに，利用者の拡大を図ります。

放課後子ども教室推進事
業【生涯学習課】

　地域の協力者，ボランティア及び学校と連携して事業を実施し，子ども
たちの社会性，自主性，創造性等の豊かな人間性をかん養することができ
ました。また，市内全校での実施と，放課後児童クラブに入所する児童も
含めて希望者全員が参加でき，効率的な運営ができるよう，令和２年10
月から「放課後子ども総合プラン運営事業」を民間委託して実施します。

指標名 施策の説明

市民講師講座参加者数 市民講師講座参加者数

公民館の年間利用者数
同好会・講座等で公民館を利
用した人数

図書館の年間利用者数 図書資料等の年間借受者数

放課後子ども教室参加者
数

放課後子ども教室に参加
する児童数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 04生涯スポーツの推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
315,17０
（H28）

346,600 295,024

人
2,463

（H28）
2,463 2,466

人
640

（Ｈ28）
760 961

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.08 3.58

3.08 3.58

3.14 3.55

つくばねマラソンなどのイベントの実施，ニュースポーツ
の推進

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　令和元年9，１０月に石岡運動公園体育館にて，いきいき茨城ゆめ国体
が開催されたため，当該施設の利用者が増加しましたが，他施設について
は下落傾向です。
　親善武道大会にて，競技種目が追加されたため，参加人数が増加してい
ます。
　スポーツフェスティバルが好評であり，又，昨年好評であった水中
ウォーキングを２回開催したため，参加者が増加しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　多種多様な市民からのニーズに応えられるように，施設の維持管理・環
境整備や開催イベントの改善を行っていきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

スポーツイベント事業
【スポーツ振興課】

　市民の体力向上と豊かな心を育むためにスポーツイベントの充実に努めるとと
もに，市外からの参加者に対して石岡市の魅力を発信します。また,マラソンイベ
ントに関しては更なる参加者を獲得するために，ハーフマラソンの具体化を検討
します。

体育振興活動経費
【スポーツ振興課】

　各スポーツ団体等へ大会・教室等の開催を依頼し，スポーツの普及振興を図っ
てきました。今後も社会情勢の変化や市民ニーズを的確に捉え，ニーズに応えら
れる事業選定をするなど，更なるスポーツの推進に努めていきます。

社会体育一般経費
【スポーツ振興課】

　スポーツを愛好する市民のすそ野拡大と，更なる目標への向上に寄与すること
ができていると考えます。スポーツを愛好する市民のニーズを把握しながら，表
彰基準等の妥当性を検討し，スポーツに関わる人たちの励みとなる施策を展開で
きるように努めます。
　また，茨城国体や東京オリンピック・パラリンピックを契機に，更なるスポー
ツの普及，ひいては生涯スポーツの推進を目指します。

指標名 施策の説明

スポーツ施設利用人数
スポーツ施設を利用した
延べ人数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

青少年スポーツ大会参加
人数

各競技の青少年スポーツ
大会参加延べ人数

スポーツ推進事業参加者
数

スポーツ推進教室参加
延べ人数

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 05文化・芸術の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
2,522

（H28）
2,350 2,049

人
67,803

（H28）
65,000 59,286

人
964

（H28）
1,500 817

団体
35

（H28）
35 31

4 市民満足度調査
満足度

（●で表記）
重要度

（■で表記）

3.04 3.60

3.03 3.58

3.02 3.53令和元年度調査

文化協会の育成 文化協会の加盟団体数

平成29年度調査

平成30年度調査

市民会館施設利用回数 ホール・会議室の利用回数

市民会館施設利用者数
ホール・会議室等（８室）の
利用人数

石岡市美術展の開催 石岡市美術展の来場者数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

芸術・文化振興事業
【文化振興課】

　これまで文化芸術団体や市民と連携をはかりながら，市民の自主的な文
化芸術活動の展開に取り組んできました。今後は将来の世代が地域の文化
や伝統を守り育てるため，市民の自主的な文化活動を支援します。また，
その担い手である市民の意見が反映された文化芸術推進基本計画を策定し
たことから計画の進行管理に努めていきます。

指標名 施策の説明

美術展・文化祭などの開催，文化芸術活動の支援

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　市民が文化芸術に親しみ，創る人・観る人が創造性豊かな地域文化の向
上を図るうえで，一定の役割を果たしています。また，自主的に文化芸術
活動を行う団体を支援するために，様々な活動に参加する機会の充実を図
りました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　令和元年度に文化芸術推進基本計画を策定したことから，この計画に基
づき市民や文化芸術団体への支援や機会の提供に努め，文化芸術の活性化
を図っていきます。

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 06青少年の健全育成

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
68

（H28）
70 67

回
6

（H28）
7 6

回
5

（H28）
6 6

回
14

（H28）
15 9

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.95 3.77

3.00 3.75

2.99 3.70

青少年相談員による街頭活動等の補助・支援，青少年を
育てる市民の会，石岡市子ども会育成連合会の活動補助

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　青少年が健やかに成長することを目指し，青少年の健全育成に資する各
種事業を実施しています。家庭，学校，地域と連携しながら，活動体制の
充実を図り，社会環境の健全化活動により，地域に根ざした青少年健全育
成活動を推進しています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　青少年が心身ともに健やかに成長できるよう，地域に根差した各青少年
関連団体活動の推進に努めていきます。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

青少年育成事業
【生涯学習課】

　青少年相談員の街頭巡回活動は定期的に実施されていますが，仕事をも
つ相談員の活動参加が難しいため，活動へ参加できるような事業計画を検
討していく必要があります。

子ども会育成事業
【生涯学習課】

　年々子ども会加入児童数は減少傾向ですが，児童の健やかな成長に大切
な役割を果たしている子ども会事業について，引き続き支援をしていく必
要があります。

指標名 施策の説明

青少年相談員街頭活動回
数

青少年相談員及び特別青少年
相談員の街頭活動回数

青少年を育てる石岡市民
の会事業数

青少年を育てる石岡市民の会
が開催する事業数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

石岡市子ども会育成連合
会事業数

石岡市子ども会育成連合会が
開催する事業数

青少年ボランティア活動
回数

青少年ボランティア団体がボ
ランティア活動をした回数

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 06歴史・文化・未来を育む学びのまちへ

基本施策 07歴史・文化財の保護・活用

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

件
142

（H28）
143 144

人
23

（Ｈ28）
27 26

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.98 3.74

2.98 3.75

2.99 3.71

文化財継承のための修理支援，文化財の有効利用

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　発掘調査経費，文化財保護保存及び普及経費について計画的に進めるこ
とができました。指定文化財及び国登録文化財数は144件となり目標を
達成しています。さらに，企画展や文化財調査報告会を開催し活用をはか
りました。また，茨城郡家推定地である外城遺跡の調査を行い茨城廃寺と
ともに国指定史跡化を目指します。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　保存活用地域計画を策定し適正な保護保存活用をはかってまいります。
また，常陸国分寺跡保存活用計画が策定されたことからその運用をはかっ
てまいります。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

発掘調査経費
【文化振興課】

　令和元年度は全体的な件数は例年よりやや多いといえます。発掘調査は
大変重要な事業であることから，今後も事業を現状維持で実施します。た
だし，依然として，全ての開発を把握できている状況ではないため，今後
はより活用をはかることにより，文化財の重要性を市民に広げていきま
す。茨城郡家推定地である外城遺跡の調査を行い茨城廃寺跡とともに国指
定化を目指します。

文化財保護保存及び普及
経費【文化振興課】

　文化財の保護保存及び活用事業は，今後ますます重要度が増すと思われ
ることから，普及啓発の推進をはかっていきます。また，国指定文化財に
ついては，令和元年度に常陸国分寺跡の保存活用計画を策定しました。今
後は，文化財保存活用地域計画の作成に取り組んでいきます。また，国指
定を受けた史跡の公有地化を計画的に取り組んでいきます。

指標名 施策の説明

指定文化財及び登録文化
財

国・県・市指定文化財及び登
録文化財件数

歴史ボランティアの会会
員

歴史ボランティアの会会員数

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

2

3

4

5

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1



4広域行政
の推進

B

　効率的で効果的な行政運営を進めるため，周辺自
治体と一部事務組合を構成し，広域的な行政サービ
スに取り組んでいます。また，平成28年3月に行方
市，小美玉市，及び茨城町と締結した「公の施設の
広域利用に関する協定書」に基づき，市民の利便性
の向上と地域間交流を推進しています。

　効率的で効果的な行
政運営を進めるため，
周辺自治体との連携を
進めていきます。

5男女共同
参画の推進

B

　第2次石岡市男女共同参画基本計画に基づき，市
民や事業所を対象としたセミナーの他，小・中・高
校生を対象とした出前講座を実施し，男女共同参画
社会の実現に向けた理解促進に努めています。ま
た，政策決定過程への女性の参画促進に全庁的に取
り組んでいます。

　関係団体等と連携も
しながら．市民・企業
等に対する男女共同参
画への正しい理解促進
に取り組んでいきま
す。

2庁舎の整
備・行政
サービスの
充実

B

　来庁者が安心・安全に利用できるよう庁舎の維持
管理や，より良い市民サービスの提供及び効率的な
行政運営の推進を図っています。また，行政サービ
スの拡充に向け，マイナンバーカードの交付を促進
し，証明書交付においてコンビニ等での利用拡大を
図り，休日開庁など市民の利便性向上に努めていま
す。

　来庁者が安心・安全
に利用できる庁舎の環
境維持と，市民のニー
ズに対応した，より良
い市民サービスの提供
と効率的な行政運営を
目指します。

3地域情報
化の推進

A

　ウェブアクセシビリティ基準におけるウェブコン
テンツJIS X 8341-3:2016に基づいた試験を行
い，達成等級AAを達成しております。また，各種
システム及び機器の安定稼働を年間を通して実施す
ることができました。

　石岡市地域情報化計
画に基づき，国・県の
計画と整合性を図りな
がら，新たな技術動向
や社会情勢等を調査研
究し，時代に即した効
率的な行政運営を図る
ため，業務システムの
最適化を目指します。

07時代の変化に的確に対応できるまちへ（行政運営・経営）

施策名称 総括評価 今後の方向性

1積極的な
情報発信と
対話の充実

A

　「市長へのたより」やタウンミーティングの実施
を通して，市民との対話の充実に努めています。ま
た，広報紙やホームページなどを活用し，積極的な
情報発信に努めています。事務事業の進捗状況か
ら，当初の目的を達成しつつあります。

　市政に関する情報
を，市民と共有する開
かれたまちづくりを目
指し，今後も時代の流
れに則した情報発信手
法を随時調査・研究
し，市民の市政への関
心をより高めてまいり
ます。



07時代の変化に的確に対応できるまちへ（行政運営・経営）

施策名称 総括評価 今後の方向性

8行財政改
革の推進

B

　石岡市行財政改革大綱のテーマである「行政資産
の強化と公共サービスの最適化」を目指し，①財政
運営の充実，②人財の強化，③協働によるまちづく
りの推進，④行政サービスの最適化，4つの取組方
針，46の実施項目を掲げ，庁内各部局の取組状況
等を毎年進行管理しています。
　令和元年度は46項目のうち，43項目が実施中と
なりました。残り3項目についても，スケジュール
に沿って進められています。

　行財政改革大綱に基
づき策定した実施計画
の有効性を維持するた
め，各項目について毎
年度見直しを行い，進
捗状況に応じ修正・追
加を行います。

6国際交流
の推進

B

　市内の国際交流団体と連携し，施策を推進してい
ます。令和元年度には，市総合防災訓練に市内国際
交流団体や語学ボランティアとともに参加するな
ど，外国人も安心して暮らせるまちづくりに取り組
んでいます。

　市と市内国際交流団
体が連携し，交流団体
の活動を支援していき
ます。また日本人と外
国人がともに安心して
暮らせる共生社会の実
現を図ります。

7人材育成
の強化

A

石岡市職員人材育成基本方針に基づき，毎年度，職
員研修実施計画を作成し，職務遂行に必要な知識，
技能等の修得を目的とした研修を実施しています。
また，職員の健康管理については，健康診断後の保
健指導が必要な職員へのフォローアップとともに，
心理的な負担の程度を把握するための検査（ストレ
スチェック）を実施することなどのメンタルヘルス
対策を行っています。

　専門的及び実践的な
研修に力を入れ，研修
としての派遣も積極的
に行います。職員の健
康管理については，心
身両面の健康維持に取
り組みます。



令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 01積極的な情報発信と対話の充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

件
310,047
（H28）

312,000 329,256

件
22,051

（H28）
24,000 39,414

％
36

（H28）
40 22

※一定時間内の同一パソコンからのアクセスは何度アクセスしても1件とする計測方法により算出しています。

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

3.62 3.62

3.00 3.69

3.02 3.64

広報活動経費
【秘書広聴課】

　広報紙については，紙媒体という特性を最大限生かしながら，市民一人ひとり
が主役になるような紙面づくりを進めていきます。ホームページについては，デ
ザインレイアウト等でも一定の評価を得ていることから，今後も定期的に改善を
図りながら，見やすいページ作成を進めていきます。併せて，外国人や本市に関
心を持つ市外在住の人にも広く情報が伝わるよう，他の発信ツールを相互補完的
に活用するなどしながら，広報をさらに充実させていきます。

タウンミーティング等の対話の実施，戦略的・効果的な
情報発信

Ａ進
捗
状
況
評
価 Ａ　順調

Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

総括評価

今後の方向性

議員活動運営経費
【庶務議事課】

事業名【担当課】

　「市長へのたより」やタウンミーティングの実施を通して，市民との
対話の充実に努めています。また，広報紙やホームページなどを活用
し，積極的な情報発信に努めています。事務事業の進捗状況から，当初
の目的を達成しつつあります。

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

　市政に関する情報を，市民と共有する開かれたまちづくりを目指し，
今後も時代の流れに則した情報発信手法を随時調査・研究し，市民の市
政への関心をより高めてまいります。

　これまで実施してきた議会ホームページの運用や議会広報紙の発行，議会報告
会の開催に加え，昨年度からは本格的に議会映像のインターネット中継を開始
し，市民が議会情報に触れる機会の拡大を図りました。今後は事業の周知を進め
ることで，市民の議会への関心を高めていきます。

「市長へのたより」における
提案型の内容の割合

議会ホームページへの年間ア
クセス件数

施策の説明

市ホームページの1か月あた
り総アクセス件数

事業の成果と今後の方向性

市公式ホームページ
アクセス件数

市民からの市政への
提案数

議会ホームページ
アクセス件数

指標名
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 02庁舎の整備・行政サービスの充実

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
11

（H29）
30 14.8

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.97 3.92

3.09 3.96

3.16 3.81

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

指標名 施策の説明

コンビニ交付の利用率の
向上

個人番号カードの保有率

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

市庁舎維持管理経費
【管財課】

　各設備機器等の保守点検を実施することにより，使いやすく安全な施設
環境の維持が図られています。来庁者に安心・安全の確保と，利便性の高
い庁舎管理を進めていきます。

総合支所庁舎有効活用事
業【支所総務課】

　気軽に訪ねることができる環境整備を進めるとともに，市民に利用しや
すい工夫をしていきます。

住民票のコンビニ交付，窓口延長サービス及び休日開
庁，防災機能を備えた使いやすい庁舎管理

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　来庁者が安心・安全に利用できるよう庁舎の維持管理や，より良い市民
サービスの提供及び効率的な行政運営の推進を図っています。また，行政
サービスの拡充に向け，マイナンバーカードの交付を促進し，証明書交付
においてコンビニ等での利用拡大を図り，休日開庁など市民の利便性向上
に努めています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　来庁者が安心・安全に利用できる庁舎の環境維持と，市民のニーズに対
応した，より良い市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指します。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 03地域情報化の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

等級
Ａ

（H29）
ＡＡ

AAに
一部準拠

日
365

（H29）
365 355

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.88 3.73

2.94 3.74

2.99 3.65

情報システム基盤の最適配置やICTセキュリティ強化，公
共施設予約システムの構築

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　ウェブアクセシビリティ基準におけるウェブコンテンツJIS X 8341-
3:2016に基づいた試験を行い，達成等級AAを達成しております。ま
た，各種システム及び機器の安定稼働を年間を通して実施することができ
ました。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　石岡市地域情報化計画に基づき，国・県の計画と整合性を図りながら，
新たな技術動向や社会情勢等を調査研究し，時代に即した効率的な行政運
営を図るため，業務システムの最適化を目指します。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

電算業務経費
【情報政策課】

　基幹系システムの安定運用を行うことにより，継続した住民サービスを
可能とすると共に,クラウド化等新たな技術動向を踏まえながら,より信頼
性のある安全で効率的なシステム構築を行なっていきます。

システム導入・推進経費
【情報政策課】

　情報資産等を保護し，信頼性のある安全な業務環境を構築し,継続して
質の高い住民サービスを提供して行くため，継続してセキュリティ対策を
実施していくと同時に，テレワーク等の柔軟な働き方への対応も検討して
いきます。

指標名 施策の説明

ウェブアクセシビリティ
達成基準

ウェブコンテンツ「JIS X 8341-
3:2016に準拠」の達成等級

各種システム・機器の安
定稼動

各種システム及び機器の安定
稼動を継続します。

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 04広域行政の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

件
0

（H28）
1 0

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.64

2.92 3.66

2.95 3.60

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

広域行政の推進
【政策企画課】

　つくば霞ヶ浦りんりんロード利活用推進協議会の設立等など，新たな広
域連携の取り組みがなされていています。

指標名 施策の説明

新たな広域行政の取り組
み

新たに広域行政の取り組みが
なされた件数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

諸協会等関係経費
【秘書広聴課】

　各種協議会・協会へ加入を通じて，構成市町村との交流と連携を一層深
めます。

石岡地方斎場組合負担金
【生活環境課】

　一部事務組合を組織し,構成市の協力のもと事業を展開していきます。

周辺自治体との連携強化，広域事務処理の見直し

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　効率的で効果的な行政運営を進めるため，周辺自治体と一部事務組合を
構成し，広域的な行政サービスに取り組んでいます。また，平成28年3
月に行方市，小美玉市，及び茨城町と締結した「公の施設の広域利用に関
する協定書」に基づき，市民の利便性の向上と地域間交流を推進していま
す。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　効率的で効果的な行政運営を進めるため，周辺自治体との連携を進めて
いきます。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 05男女共同参画の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

％
23.6

（H28）
30 24.7

％
12.0

（Ｈ28）
30 12.0

％
34.7

（Ｈ28）
50 34.7

％
54.3

（Ｈ28）
60 54.3

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.89 3.54

2.93 3.57

2.95 3.51令和元年度調査

性別による固定的役割分担
意識を持たない市民の割合

「男は仕事，女は家庭」という考え
方に賛同しない市民の割合

平成29年度調査

平成30年度調査

審議会等委員の女性の
登用率

市の審議会等における女性委
員の割合

石岡市男女共同参画基本
計画の認知度

石岡市男女共同参画基本計画
を知っている市民割合

市内事業所におけるワー
ク・ライフ・バランスの推
進状況

市内事業所におけるワーク・ライ
フ・バランスに取り組む企業の割合

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

男女共同参画推進事業
【政策企画課】

　引き続き，幅広い年代を対象とした意識啓発事業を実施していきます。
また，「第２次石岡市男女共同参画基本計画」に基づき，男女がともに活
躍できる社会環境の整備に取り組んでいきます。

指標名 施策の説明

女性のための困りごと相談の実施，男女共同参画セミ
ナーの開催

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　第2次石岡市男女共同参画基本計画に基づき，市民や事業所を対象とし
たセミナーの他，小・中・高校生を対象とした出前講座を実施し，男女共
同参画社会の実現に向けた理解促進に努めています。また，政策決定過程
への女性の参画促進に全庁的に取り組んでいます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　関係団体等と連携もしながら．市民・企業等に対する男女共同参画への
正しい理解促進に取り組んでいきます。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 06国際交流の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

回
0

（Ｈ29）
3 0

件
1,215

（Ｈ29）
1,500 1,797

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.83 3.45

2.87 3.50

2.89 3.43

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

小学校における国際理解
教室の開催数

民間団体と連携して実施した
国際理解教室の開催数

多言語版暮らしの便利帳
の閲覧数

ホームページへのアクセス数

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

国際交流事業
【政策企画課】

　市と市内の国際交流団体が役割を分担し，より効率的な国際交流の推進
を図っていく必要があります。

指標名 施策の説明

国際交流活動を行う団体への事業支援，市内在住外国人
の支援

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　市内の国際交流団体と連携し，施策を推進しています。令和元年度に
は，市総合防災訓練に市内国際交流団体や語学ボランティアとともに参加
するなど，外国人も安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　市と市内国際交流団体が連携し，交流団体の活動を支援していきます。
また日本人と外国人がともに安心して暮らせる共生社会の実現を図りま
す。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 07人材育成の強化

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

人
1,442

（Ｈ28）
1,545 1,760

％
81.9

（Ｈ28）
100 93.8

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.81 3.82

2.84 3.88

2.87 3.83

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

指標名 施策の説明

各種研修の受講者数 研修受講者の数

研修復命で掲げた目標の
達成率

研修復命で掲げた目標を「ある
程度以上達成した人」の割合

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

職員研修経費
【総務課】

　平成28年度より研修の効果を高めるために研修復命書とあわせて，研
修をどのように活用したいか目標設定を立ててもらうことや研修後のフォ
ローアップアンケートを行っており，研修受講した後の業務の活用につい
ての意識が向上しています。今後も研修内容を日頃の業務に活かす取組を
行います。

職員福利厚生費
【総務課】

　職員の健診受診率の100％を目標とする一方で，要精密検査の該当職
員や健康指導が必要な職員へのフォロー体制の充実やメンタルヘルス対策
を強化していく必要があります。

各種研修の実施による職員の能力向上

進
捗
状
況
評
価

Ａ
総括評価

　石岡市職員人材育成基本方針に基づき，毎年度，職員研修実施計画を作
成し，職務遂行に必要な知識，技能等の修得を目的とした研修を実施して
います。また，職員の健康管理については，健康診断後の保健指導が必要
な職員へのフォローアップとともに，心理的な負担の程度を把握するため
の検査（ストレスチェック）を実施することなどのメンタルヘルス対策を
行っています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　専門的及び実践的な研修に力を入れ，研修としての派遣も積極的に行い
ます。職員の健康管理については，心身両面の健康維持に取り組みます。
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令和２年度石岡みらい創造プラン施策評価シート

政策目標 07時代の変化に的確に対応できるまちへ

基本施策 08行財政改革の推進

具体的取り組み例

1 総括評価

2 主要事業の概要

※主要事業は予算事業と一致していないことがあります。

3 成果指標

単位 初期値 目標値
R1

（実績値）

項目 - 46 43

4 市民満足度調査

満足度
（●で表記）

重要度
（■で表記）

2.80 3.79

2.84 3.84

2.82 3.83

行財政改革大綱に基づく効率的な行政運営

進
捗
状
況
評
価

Ｂ
総括評価

　石岡市行財政改革大綱のテーマである「行政資産の強化と公共サービス
の最適化」を目指し，①財政運営の充実，②人財の強化，③協働によるま
ちづくりの推進，④行政サービスの最適化，4つの取組方針，46の実施
項目を掲げ，庁内各部局の取組状況等を毎年進行管理しています。
　令和元年度は46項目のうち，43項目が実施中となりました。残り3項
目についても，スケジュールに沿って進められています。

Ａ　順調
Ｂ　概ね順調
Ｃ　遅れている
Ｄ　見直しが必要

今後の方向性

　行財政改革大綱に基づき策定した実施計画の有効性を維持するため，各
項目について毎年度見直しを行い，進捗状況に応じ修正・追加を行いま
す。

事業名【担当課】 事業の成果と今後の方向性

行財政改革推進事業
【行革推進課】

　第２次石岡市行財政改革大綱に基づき策定をしている石岡市行財政改革
実施計画の有効性を維持するため，個々の実施項目について毎年度ローリ
ング（見直し）を行います。

公共施設等総合管理計画
推進事業【行革推進課】

　石岡市公共施設等総合管理計画に基づき，公共施設利用者の安全・安心
の確保は無論のこと，集約・統合等による適正配置や，民間との連携等に
よる新たな事業手法の採用により財政負担の平準化を図ります。また、令
和２年３月に全ての個別施設計画の策定が完了したため、今後は各計画に
基づく定期的・計画的な修繕及び長寿命化や施設の複合化等を図るととも
に、社会情勢の変化等に柔軟に対応できるよう３～５年で見直しを行いな
がら、効率的な行政運営を進めます。

平成29年度調査

平成30年度調査

令和元年度調査

指標名 施策の説明

石岡市行財政改革実施計
画の実施事項

実施事項のうち取組み実施数
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